
版
籍
奉
還
前
後
の
朝
鮮
政
策
と

外
務
省
（
佐
田
）
調
査
団
の
朝
鮮
派
遣

版籍奉還前後の朝鮮政策と外務省（佐田）調査団の朝鮮派遣（沈）

沈

箕

載

㎝
　
【
要
約
】
　
本
稿
は
、
幕
府
か
ら
明
治
政
府
へ
の
政
権
交
替
に
よ
る
朝
鮮
と
の
国
交
再
調
整
問
題
に
注
目
し
、
版
籍
奉
還
を
前
後
に
し
た
時
期
に
お
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　　

ｾ
治
政
府
（
外
務
省
）
・
対
馬
藩
（
倭
音
）
・
朝
鮮
政
府
（
東
莱
府
）
三
者
間
の
認
識
と
対
応
、
対
朝
鮮
外
交
・
貿
易
＝
兀
化
へ
の
動
き
の
一
環
と
し
て
計
　
～

へ　
画
さ
れ
、
実
際
に
派
遣
さ
れ
た
佐
田
調
査
団
の
全
貌
（
計
画
か
ら
帰
国
報
告
ま
で
）
、
そ
し
て
そ
れ
が
以
後
の
対
朝
鮮
外
交
政
策
の
樹
立
に
与
え
た
影
響

　
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
日
本
の
朝
鮮
政
策
の
原
型
を
理
解
す
る
上
で
役
に
立

　
つ
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
九
巻
六
号
　
一
九
九
六
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
明
治
初
期
の
β
朝
関
係
は
明
治
政
府
・
対
馬
藩
・
朝
鮮
政
府
に
と
っ
て
一
つ
の
転
機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
顕
著
な
あ
ら
わ
れ
は
、

第
一
に
、
幕
府
か
ら
明
治
政
府
へ
の
政
権
交
代
に
よ
る
朝
鮮
と
の
国
交
再
調
整
問
題
で
あ
り
、
第
二
は
、
第
一
の
点
と
も
関
連
し
て
、
「
王
政

復
古
」
の
朝
鮮
へ
の
通
報
問
題
を
め
ぐ
る
朝
鮮
政
府
・
対
馬
藩
お
よ
び
対
朝
鮮
外
交
・
貿
易
一
元
化
を
め
ぐ
っ
て
明
治
政
府
・
対
馬
藩
の
間
に

皇
女
深
い
不
信
と
対
立
の
兆
候
が
現
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
の
下
で
、
明
治
政
府
（
外
務
省
）
や
対
馬
藩
（
倭
館
）
や
朝
鮮
政
府

（
東
莱
府
）
三
者
は
、
い
か
な
る
認
識
を
持
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
日
朝
両
国
関
係
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
治
初
年
に
お
け
る
日
朝
関
係
の
研
究
は
、
戦
前
の
田
保
橋
製
靴
の
実
証
的
研
究
業
績
に
依
拠
し
て
、
近
年
に
至
り
、
日
朝
外
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交
体
制
二
元
化
」
の
国
内
的
過
程
を
近
世
史
側
か
ら
問
題
に
し
た
荒
野
泰
典
氏
の
研
究
、
お
よ
び
主
に
日
本
国
内
政
治
の
動
き
を
軸
と
し
た

朝
鮮
政
策
論
（
特
に
木
戸
上
覧
の
朝
鮮
政
策
論
の
変
化
に
重
点
を
お
く
）
を
近
代
史
側
か
ら
展
開
し
た
高
橋
秀
直
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
実
態
・
構
造
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

両
面
で
一
層
の
進
展
を
見
せ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
日
本
国
内
の
問
題
だ
け
に
研
究
対
象
を
絞
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
に
、
三
者
間
の
認
識
と
対
応
の
全
体
像
の
把
握
に
は
及
ん
で
い
な
い
と
い
う
印
象
を
拭
い
切
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
明
治
二
年
に
お
け
る
外

務
省
調
査
団
（
以
下
、
佐
田
調
査
団
と
呼
ぶ
）
の
朝
鮮
派
遣
に
関
す
る
全
貌
に
つ
い
て
も
疎
か
に
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
を
総
体
的
に

把
握
す
る
こ
と
は
、
い
ま
だ
に
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
な
お
実
態
・
構
造
両
面
か
ら
の
一
層

の
研
究
の
積
み
重
ね
が
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
右
の
認
識
の
下
に
、
そ
の
具
体
的
作
業
の
一
つ
と
し
，
て
対
象
を
主
と
し
て
佐
田
調
査
団
の
朝
鮮
派
遣
の
全
容
の
解
明
に

あ
て
て
、
1
章
で
は
、
佐
田
調
査
団
の
朝
鮮
派
遣
の
背
景
と
し
て
、
版
籍
奉
還
前
後
の
明
治
政
府
（
外
務
省
）
・
対
馬
藩
（
倭
館
）
・
朝
鮮
政
府
（
東

二
軍
）
の
三
者
が
お
互
い
に
い
か
な
る
認
識
を
持
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
簡
略
的
に
検
討
す
る
（
紙
幅
上
）
。
H
章
で
は
、
1
章
の
点

と
も
関
連
し
て
、
対
朝
外
交
・
貿
易
一
元
化
へ
の
動
き
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
た
佐
田
調
査
団
の
朝
鮮
派
遣
の
全
過
程
を
具
体
的
に
考
察
し
、

さ
ら
に
そ
の
過
程
の
中
で
行
わ
れ
た
機
構
の
新
設
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
以
後
の
対
朝
鮮
外
交
政
策
に
与
え
た
髭
男
に
つ
い

て
も
考
え
る
こ
と
を
、
課
題
に
し
た
い
。

　
①
　
こ
の
時
期
に
関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、
田
保
橋
潔
『
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
』
　
　
　
　
九
九
〇
年
）
、
そ
の
他
に
毛
利
敏
彦
「
明
治
初
期
外
交
の
朝
鮮
観
」
（
『
国
際
政
治
』

　
　
上
（
朝
鮮
総
督
府
中
継
器
、
一
九
四
〇
年
／
文
化
資
料
調
査
会
、
　
九
六
三
年
復
　
　
　
　
　
五
｝
号
、
一
九
七
四
年
、
同
氏
『
明
治
六
年
政
変
の
研
究
』
に
所
収
、
有
斐
閣
、

　
　
刻
）
、
荒
野
泰
典
「
明
治
維
新
期
の
日
朝
外
交
体
舗
ご
兀
化
問
題
」
（
『
近
世
日
木
　
　
　
　
　
　
九
七
八
年
）
、
上
野
隆
生
「
幕
末
・
維
新
期
の
朝
鮮
政
策
と
対
馬
藩
」
（
『
年
報

　
　
と
東
ア
ジ
ア
』
に
所
収
、
束
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
入
年
）
、
高
橋
秀
直
「
維
　
　
　
　
　
近
代
日
本
研
究
1
7
　
日
本
外
交
の
危
機
認
識
』
（
山
川
出
版
社
、
｝
九
八
五
年
）

　
　
新
政
府
の
朝
鮮
政
策
と
木
戸
孝
允
」
（
『
人
文
論
集
』
第
二
六
巻
第
…
二
育
写
、
一
　
　
　
　
　
な
ど
が
あ
る
。
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1

佐
田
調
査
団
派
遣
の
背
景

qP

@
版
籍
奉
還
前
の
朝
鮮
政
策
の
展
開

版籍奉還前後の朝鮮政策と外務省（佐田）調査団の朝鮮派遣（i究）

　
版
籍
奉
還
前
に
お
け
る
明
治
政
府
と
対
馬
藩
の
関
係
は
、
き
わ
め
て
対
照
的
な
面
を
帯
び
て
い
た
。
即
ち
、
対
馬
藩
側
は
、
幕
宋
期
に
続
い

て
藩
士
大
島
友
之
允
を
対
政
府
交
渉
担
当
に
あ
て
、
明
治
元
年
二
月
置
ら
外
国
掛
へ
の
刺
鮮
問
題
の
陳
情
、
藩
主
へ
の
新
政
府
の
役
職
付
与
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ど
を
、
木
戸
孝
允
を
通
し
て
政
府
要
路
に
根
回
し
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
動
き
を
見
せ
は
じ
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
同
年
三
月
一
一
三
日
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

府
よ
り
「
家
役
」
に
よ
る
「
王
政
復
古
」
の
通
告
と
「
外
国
事
務
補
」
と
い
う
異
例
の
任
官
が
認
め
ら
れ
た
。
対
馬
藩
側
は
そ
れ
に
止
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

閏
四
月
か
ら
六
月
ま
で
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
上
申
を
行
な
っ
た
。
か
か
る
対
馬
藩
の
上
申
の
な
か
で
共
通
し
て
み
ら
れ
る
の
は
、
近
世
の
日

朝
関
係
を
、
朝
鮮
に
対
し
「
藩
臣
ノ
礼
」
を
と
る
に
近
い
「
対
州
私
交
ノ
語
例
」
だ
っ
た
と
完
全
に
否
定
し
た
う
え
で
、
朝
鮮
へ
の
優
越
・
蔑

視
意
識
を
も
と
に
、
「
皇
国
日
本
」
の
権
威
を
損
な
う
「
宗
家
私
交
」
の
謬
例
の
改
革
と
欧
米
列
強
に
先
立
っ
て
の
朝
鮮
進
出
を
強
く
打
ち
出
し

　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
た
め
の
財
政
補
助
を
求
め
、
明
治
二
年
九
月
一
八
日
政
府
か
ら
追
っ
て
要
求
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
対
馬
藩
の
主
張
す
る
今
朝
外
交
・
貿
易
担
当
要
求
（
「
家
役
」
）
は
、
至
極
藩
利
藩
略
的
な
面
を
帯
び
た
も
の
の
、
そ
れ
は
無
限
定
の
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
な
く
「
万
国
公
法
」
に
基
づ
く
正
式
の
臼
朝
和
親
通
商
条
約
締
結
ま
で
と
い
う
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
点
に
注
目
し
た
い
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
対
応
し
て
く
る
対
馬
藩
に
対
し
明
治
政
府
は
、
や
や
受
動
的
な
態
度
を
採
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
対
朝
鮮
外

交
に
対
す
る
根
本
的
な
関
心
の
低
さ
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
欧
米
外
交
と
は
違
う
朝
鮮
外
交
の
特
殊
性
の
存
在
（
知
識
と
経
験
の
不
足
）
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

内
朱
学
一
下
で
の
諸
制
度
の
不
充
分
さ
な
ど
、
現
実
的
な
問
題
に
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
朝
鮮
へ
の
蔑
視
・
優
越

意
識
を
煽
り
な
が
ら
全
面
的
な
日
朝
通
交
改
革
を
叫
ん
で
く
る
対
馬
藩
の
対
応
に
対
し
、
国
威
発
揚
及
び
清
皇
帝
と
日
本
の
天
皇
と
の
均
衡
上
、

朝
鮮
国
王
の
格
下
げ
は
不
可
避
で
あ
る
と
す
る
点
で
対
馬
藩
と
共
通
の
認
識
を
有
し
た
う
え
、
一
方
的
な
国
書
改
変
な
ど
に
踏
み
切
る
く
ら
い
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⑧

の
原
則
的
な
態
度
も
同
時
に
所
持
し
て
い
た
。

　
一
方
、
「
王
政
復
古
」
の
通
報
を
「
家
役
」
に
よ
っ
て
行
な
う
よ
う
命
じ
ら
れ
た
対
馬
藩
は
、
重
責
上
、
内
曇
使
（
川
本
九
左
衛
門
）
・
大
修
使

（
樋
口
鉄
四
郎
）
、
そ
し
て
彼
ら
を
指
揮
督
促
す
る
目
的
で
大
島
友
之
允
を
次
々
に
派
遣
し
、
先
間
書
契
交
渉
、
同
書
契
の
棚
上
げ
の
代
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
⑨

大
差
書
契
の
受
理
及
び
「
茶
礼
儀
（
倭
館
無
漏
下
船
宴
）
」
要
求
、
訓
導
（
東
尊
翰
の
倭
館
担
当
役
人
）
を
抑
留
す
る
事
件
を
起
こ
す
な
ど
、
「
穏
強
」

の
措
置
を
駆
使
し
て
ま
で
藩
の
死
活
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
が
朝
鮮
側
の
態
度
は
今
一
つ
だ
っ
た
。
他
方
朝
鮮
側
は
、
朝
日
両
国
間
を
仲
介
す

る
対
馬
藩
の
本
来
の
責
務
が
、
書
契
往
復
上
に
お
い
て
格
式
に
も
と
る
点
を
除
去
す
る
こ
と
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
と
格
外
の
文
字
・

号
称
・
新
印
等
を
持
ち
込
む
の
は
交
隣
の
軌
を
は
ず
れ
る
筋
違
い
と
し
て
対
馬
藩
側
を
厳
し
く
餐
め
、
交
渉
遅
延
・
物
資
中
断
策
で
対
応
し
よ

　
　
　
⑩

う
と
し
た
。
こ
う
し
た
朝
鮮
側
の
対
応
の
背
景
と
し
て
は
、
ま
ず
、
朝
鮮
開
国
当
初
か
ら
中
国
に
対
す
る
「
事
大
」
、
日
本
に
対
す
る
「
裏
芸
」

と
い
う
、
い
わ
ば
事
大
高
齢
体
制
を
外
交
方
針
と
し
て
固
守
し
続
け
て
き
た
朝
鮮
側
に
と
り
、
書
契
へ
の
「
皇
」
・
「
勅
」
な
ど
の
使
用
は
、
朝

鮮
側
を
臣
属
視
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
警
戒
論
と
共
に
、
そ
れ
に
よ
り
伝
統
的
外
交
観
念
の
修
正
を
齎
ら
す
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
外
交

的
名
分
極
上
の
危
機
感
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
幕
末
期
に
お
い
て
の
八
戸
順
叔
の
征
選
嫌
、
幕
府
使
節
朝

　
　
　
　
⑪

鮮
派
遣
通
告
に
つ
づ
き
、
今
度
の
書
契
一
件
に
至
る
ま
で
、
朝
日
通
交
改
革
を
試
み
て
く
る
日
本
側
に
対
す
る
不
信
感
が
増
幅
し
て
い
た
こ
と

も
無
視
で
き
な
い
。
し
か
し
、
双
方
の
実
務
者
レ
ベ
ル
で
は
交
渉
方
針
上
の
対
立
を
剥
出
し
に
し
な
が
ら
も
、
倭
一
側
は
ま
ず
書
契
を
受
理
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
く
れ
れ
ば
後
に
書
契
を
改
撰
す
る
用
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
提
起
し
た
り
、
他
方
東
砂
府
側
は
旧
幕
府
の
将
軍
に
代
わ
る
「
大
臣
相
当
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

官
」
と
の
交
際
を
披
歴
し
た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
対
馬
藩
と
中
央
政
府
の
方
針
に
大
き
く
規
制
さ
れ
つ
つ
も
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
水
面
下

で
は
あ
る
程
度
妥
協
の
余
地
は
残
し
て
い
た
。
特
に
こ
の
際
の
対
馬
藩
の
書
契
改
撰
云
々
は
、
明
治
三
年
四
月
段
階
に
お
い
て
の
対
朝
鮮
交
渉

戦
略
転
換
（
先
大
修
使
書
契
改
撰
、
後
政
府
等
対
論
）
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
う
。
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②
版
籍
奉
還
後
の
朝
鮮
政
策
の
展
開

版籍奉還前後の朝鮮政策と外務省（佐田）調査団の朝鮮派遣：（沈）

　
戊
辰
戦
争
の
終
決
に
よ
る
国
内
の
統
一
と
版
籍
奉
還
に
よ
る
中
央
集
権
化
へ
の
進
展
を
バ
ネ
に
し
て
、
明
治
政
府
（
外
務
省
）
は
版
籍
奉
還
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
受
動
的
な
対
応
か
ら
離
れ
、
徐
々
に
積
極
的
な
動
き
を
見
せ
は
じ
め
た
。
即
ち
、
明
治
二
年
五
月
一
三
日
、
宗
対
馬
守
公
用
人
へ
の
指
示
を

機
に
、
将
来
日
朝
修
好
・
通
商
条
約
の
締
結
を
見
越
し
な
が
ら
、
外
務
省
主
導
下
の
対
朝
鮮
外
交
・
貿
易
政
策
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
意
思
を

表
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
厳
原
藩
（
旧
対
馬
藩
）
側
は
、
厳
・
朝
交
渉
停
頓
の
責
任
が
、
ひ
た
す
ら
清
国
を
気
遣
い
す
る
う
え
日
本

へ
の
臣
属
を
恐
れ
て
い
る
朝
鮮
側
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
な
が
ら
、
他
方
、
厳
原
藩
の
対
朝
鮮
交
渉
に
よ
る
通
信
使
の
来
日
、
そ
の
後

の
「
皇
使
」
の
朝
鮮
派
遣
、
朝
鮮
側
の
不
応
・
拒
否
す
れ
ぱ
武
力
行
使
と
い
う
、
幕
末
期
以
来
の
藩
な
り
の
対
朝
鮮
外
交
プ
ラ
ン
（
二
段
階
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

戦
略
論
）
で
頻
り
に
新
政
府
に
食
い
込
も
う
と
し
た
。

　
こ
う
し
た
厳
原
藩
の
思
惑
と
は
裏
腹
に
、
外
務
省
は
九
月
二
五
日
、
「
宗
家
私
交
」
に
よ
る
対
朝
外
交
・
貿
易
の
歪
み
と
私
利
私
欲
の
た
め

の
無
限
定
の
「
家
役
」
へ
の
拘
り
（
厳
．
朝
交
渉
の
停
頓
に
対
す
る
貴
任
追
及
も
込
め
ら
れ
て
い
た
）
と
、
朝
鮮
側
の
「
二
元
外
交
」
政
策
（
厳
原
藩
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

挾
ん
で
の
対
日
外
交
）
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
欧
米
列
強
か
ら
の
詰
問
に
よ
る
「
皇
国
日
本
」
の
体
面
損
傷
の
憂
慮
と
、

欧
米
列
強
よ
り
先
ん
じ
て
朝
鮮
進
出
の
足
場
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
焦
燥
感
、
と
い
っ
た
二
重
構
造
の
認
識
が
内
在
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
外
務
省
は
武
力
を
伴
う
「
野
趣
」
派
遣
論
を
常
に
前
提
に
お
き
な
が
ら
も
、
し
か
し
「
宗
家
私
交
」
の
廃
止
に
よ
る
厳
原
藩
の
動
揺
・

反
発
と
莫
大
な
財
政
補
助
の
支
出
な
ど
に
よ
り
齋
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
対
朝
外
交
・
貿
易
一
元
化
の
蹉
鉄
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
ま
ず

外
務
官
員
を
厳
原
・
朝
鮮
に
派
遣
し
状
況
を
把
握
し
た
後
、
「
宗
家
私
交
」
の
廃
止
可
否
を
決
定
（
外
務
省
調
査
団
の
帰
国
報
皆
に
基
づ
く
旨
煮
外
交

政
策
決
定
ま
で
の
「
家
役
」
廃
止
の
棚
上
げ
論
）
し
、
武
力
を
伴
う
「
縦
使
」
派
遣
の
時
期
を
決
め
た
い
と
い
う
、
対
朝
外
交
に
お
い
て
の
二
段
階

交
渉
戦
略
論
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
外
務
省
と
厳
原
藩
と
の
間
に
は
、
対
朝
鮮
外
交
を
め
ぐ
る
認
識
と
対
応
（
交
渉
方
針
）
両
面
で
の
食
違
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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か
か
る
両
者
の
対
立
に
火
を
つ
け
た
の
が
、
太
政
官
の
不
透
明
な
政
策
決
定
と
指
示
の
拙
速
さ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
連
の
外
務
省
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

申
を
読
み
誤
っ
た
太
政
官
は
、
（
一
〇
月
七
日
か
ら
「
四
日
ま
で
の
間
）
厳
原
藩
に
対
し
て
即
時
「
家
役
」
廃
止
に
等
し
い
命
令
を
下
す
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

り
厳
原
藩
の
反
発
を
呼
び
起
こ
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
厳
原
藩
は
一
方
で
は
木
戸
を
通
し
て
政
府
要
路
へ
の
嘆
願
を
行
い
つ
つ
、
他
方
、

明
治
元
年
早
々
か
ら
打
ち
出
し
て
い
た
厳
原
藩
な
ら
で
は
の
実
務
交
渉
上
の
諸
問
題
点
と
朝
鮮
側
の
因
循
を
た
て
に
し
て
、
あ
く
ま
で
も
厳
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

藩
式
の
対
面
外
交
戦
略
を
も
っ
て
交
渉
す
べ
き
だ
と
反
発
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
同
月
二
三
日
外
務
省
は
、
明
治
元
年
、
厳
原
藩
へ
の
「
家
役
」

の
認
定
は
、
国
内
不
統
一
の
間
、
新
政
府
の
政
体
が
ま
だ
確
立
さ
れ
な
か
っ
た
状
況
下
で
も
、
外
国
事
務
は
片
時
も
甲
羅
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
か
ら
、
暫
ら
く
厳
原
藩
に
朝
鮮
事
務
を
委
任
し
た
こ
と
に
す
ぎ
な
い
と
反
駁
し
た
う
え
で
、
か
ね
て
か
ら
厳
原
藩
の
拘
り
で
あ
る
「
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

使
」
の
来
日
と
宗
知
遺
票
の
渡
韓
は
不
必
要
で
あ
る
と
力
説
し
て
い
る
。
結
局
、
太
政
官
の
暖
翠
な
決
定
に
よ
り
、
外
務
省
と
厳
原
藩
両
間
の

基
本
的
な
対
立
の
火
種
は
残
し
た
ま
ま
、
日
朝
交
渉
は
外
務
省
の
管
轄
の
下
に
厳
原
藩
が
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
方
、
他
方
で
は
外
務
省

は
厳
原
藩
の
協
調
を
得
つ
つ
、
後
日
の
「
黒
糖
」
派
遣
及
び
条
約
締
結
の
た
め
の
対
馬
・
朝
鮮
状
況
の
把
握
（
基
礎
調
査
）
と
書
契
の
返
書
を
求

め
る
た
め
、
外
務
省
（
佐
田
）
調
査
団
を
構
成
し
て
渡
韓
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
次
章
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
①
　
『
木
戸
孝
允
遺
文
集
』
、
四
…
～
四
四
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
　
一
九
八
二
年
　
　
　
　
　
附
属
書
こ
の
「
両
国
交
際
ノ
節
巨
」
で
は
従
来
の
蔵
朝
通
交
の
大
略
を
述
べ
て
い

　
　
復
刻
）
。
本
稿
で
は
、
版
籍
奉
還
ま
で
を
対
馬
藩
、
版
籍
奉
還
後
を
厳
原
藩
と
表
　
　
　
　
　
る
。

　
　
記
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
『
事
務
』
二
、
『
外
交
』
一
の
四
三
五
、
『
岡
』
二
の
三
二
〇
の
附
記
一
…
評
議

　
②
　
『
事
務
』
二
型
朝
鮮
事
務
書
』
巻
之
二
、
釜
山
市
立
市
民
図
書
館
及
び
外
務
　
　
　
　
書
一
、
『
明
治
元
年
日
韓
尋
交
ノ
夏
至
対
馬
守
ヨ
リ
朝
鮮
国
礼
引
取
贈
ル
ノ
書
』

　
　
劣
外
交
史
料
餓
（
外
務
省
記
録
文
書
番
号
1
1
・
2
・
3
1
娼
）
所
蔵
、
『
朝
鮮
　
　
　（
外
務
省
外
交
史
料
館
、
外
務
省
記
録
欝
欝
番
号
－
・
－
・
2
・
3
1
1
、
以
下

　
　
事
務
書
』
は
以
下
『
事
務
』
と
略
称
す
〕
。
『
外
交
』
一
の
こ
四
五
・
一
一
四
六
（
『
日
　
　
　
　
　
『
日
韓
』
と
略
称
す
）
。

　
　
本
外
交
文
小
山
』
は
、
以
下
『
外
交
』
と
略
称
す
）
。
　
　
　
　
　
　
⑥
『
事
務
』
二
、
『
外
交
』
二
の
三
二
〇
の
附
記
三
。
明
治
元
年
五
月
一
七
日
大

　
③
『
宴
務
』
二
、
『
外
交
』
一
の
二
八
八
、
『
外
交
』
二
の
三
二
〇
の
附
記
一
、
『
同
』
　
　
島
は
、
大
阪
外
蟹
官
の
中
井
弘
蔵
に
、
遅
延
さ
れ
て
い
る
公
貿
易
未
了
の
銅
の
朝

　
　
二
の
三
二
〇
の
附
記
二
附
品
書
、
『
岡
』
二
の
三
二
〇
の
附
記
三
・
四
・
五
・
．
六
・
　
　
　
　
鮮
側
へ
の
売
渡
し
の
許
可
を
請
う
上
申
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
中
で
、
次
の
よ
う

　
　
七
・
八
・
一
〇
、
『
同
』
二
の
益
二
〇
の
注
九
・
一
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
注
目
す
べ
き
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　
④
日
事
拐
』
二
、
『
外
交
』
一
の
二
八
八
・
『
同
門
｝
の
二
八
八
附
属
勲
ご
。
『
同
』
　
　

今
般
朝
鮮
国
王
交
際
御
一
新
ノ
御
沙
汰
二
期
、
通
商
交
易
ノ
儀
於
朝
廷
彿
取
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行
被
為
在
処
対
馬
守
ヨ
リ
建
議
ノ
趣
モ
有
之
、
廟
謹
御
一
定
ノ
上
ハ
迫
々
御

施
行
二
相
成
候
儀
ト
奉
存
候
、
然
ル
処
此
度
御
交
際
ノ
節
臼
御
講
明
万
般
御

法
則
被
相
定
候
ハ
三
五
月
ヲ
以
可
弁
μ
儀
二
鉦
｛
之
様
相
考
；
…
・
朝
廷
通
商
山
欠
携
勿

条
約
御
取
結
晶
至
候
迄
ハ
、
是
迄
ノ
振
合
ヲ
以
南
升
家
一
一
於
テ
交
易
取
計
朝

　
　
　
鮮
躍
々
用
不
差
支
様
仕
度
奉
存
候
…
…
（
以
下
略
）
・
：

　
　
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
交
際
に
関
す
る
細
部
に
わ
た
る
方
針
が
短
期
間
の
内
に
設
け

　
ら
れ
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
、
政
府
に
よ
る
「
通
商
交
易
条
約
御
取
結
」
に
い
た

　
る
ま
で
は
「
是
迄
ノ
振
合
ヲ
以
」
を
取
り
計
ら
い
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
対
馬
藩
が
後
日
「
万
国
公
法
」
に
則
っ
た
政
府
に
よ
る
通
商
交
易
条

　
約
の
締
結
を
見
込
ん
だ
う
え
、
ま
ず
そ
の
条
約
締
結
実
現
に
い
た
る
ま
で
は
対
馬

　
藩
に
よ
る
時
限
的
通
商
交
易
の
許
可
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
表
向
き

　
は
、
朝
鮮
交
際
に
関
す
る
韮
本
方
針
が
設
け
ら
れ
る
ま
で
の
両
国
交
易
の
空
白
を

　
回
避
す
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
要
請
を
行
っ
た
背
景
に

　
は
、
あ
る
程
度
維
持
さ
れ
て
い
る
対
朝
鮮
貿
易
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
対
馬
藩

　
の
経
済
窮
乏
が
あ
り
、
さ
ら
に
新
政
府
か
ら
の
財
政
援
助
が
何
時
か
つ
十
分
に
出

　
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
た
い
す
る
不
安
も
あ
る
と
い
う
、
そ
う
し
た
現

　
状
も
見
逃
せ
な
か
ろ
う
。

⑦
『
事
務
』
二
、
『
外
交
』
一
の
二
四
五
二
一
四
六
、
『
日
韓
』
。

⑧
川
本
達
『
日
豊
通
交
史
』
附
釜
山
史
古
代
記
、
六
五
一
頁
（
釜
山
甲
寅
会
、
　

　
九
一
五
年
）
、
は
じ
め
に
注
①
田
保
橋
著
書
、
一
四
四
頁
。

⑨
か
か
る
対
馬
藩
の
交
渉
方
針
の
変
更
の
背
景
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、

　
細
田
藩
（
旧
館
側
）
に
と
っ
て
、
元
々
交
渉
が
難
航
す
る
こ
と
は
十
分
予
想
し
た

　
も
の
の
、
え
て
し
て
長
引
き
か
ね
な
い
交
渉
を
　
挙
に
打
開
し
な
け
れ
ば
、
本
来

　
の
使
命
を
達
成
し
か
ね
る
と
い
う
不
安
（
そ
れ
は
大
修
使
さ
ら
に
は
藩
主
の
責
任

　
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
恐
れ
）
が
内
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
雷
い
換
え
れ
ば

　
凝
政
府
か
ら
「
家
役
」
と
追
っ
て
財
政
補
助
を
認
め
ら
れ
て
い
た
対
馬
藩
と
し
て

　
は
、
今
度
の
交
渉
次
第
で
藩
の
死
活
が
左
右
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
は
十
分
承
知
の

　
上
だ
っ
た
し
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
い
責
務
を
背
負
り
て
お
り
、

　
少
な
く
と
も
交
渉
妥
結
の
た
め
の
最
大
限
の
努
力
を
尽
く
し
た
と
い
う
、
交
渉
過

　
最
上
の
痕
跡
を
残
す
狙
い
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑩
『
事
務
隔
三
、
『
韓
国
往
復
枢
要
書
』
（
釜
山
市
立
布
毘
図
書
館
所
蔵
、
以
下

　
『
韓
国
』
と
略
称
す
）
、
は
じ
め
に
注
①
田
保
橋
著
書
、
…
五
二
～
…
七
〇
頁
。

⑳
幕
末
期
に
お
け
る
幕
府
の
朝
鮮
政
策
の
展
閉
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
幕
末
期
の

　
幕
府
の
朝
鮮
政
策
と
機
構
の
変
化
」
（
『
史
林
』
第
七
十
七
巻
第
二
号
、
　
一
九
九
四

　
年
）
を
参
照
。

⑫
『
事
務
隔
琶
、
『
鷺
苔
』
。
明
治
二
年
三
月
過
厨
、
番
館
守
と
川
木
鐸
間
使
は
安

　
訓
導
を
館
守
邸
に
呼
び
寄
せ
、
「
貴
國
ノ
五
壇
条
理
有
之
候
ハ
㌧
、
綿
織
改
撰
ノ

　
義
ヲ
モ
施
力
可
致
」
と
ち
ら
っ
か
せ
て
い
た
。

⑬
　
　
『
事
務
隔
三
、
『
韓
国
』
。
一
二
月
九
日
か
ら
同
月
一
四
日
ま
で
六
日
岡
不
法
拘
貴

　
さ
れ
る
な
か
で
、
安
訓
導
は
倭
下
側
に
、
「
臼
本
兵
馬
ノ
権
、
挙
テ
将
家
二
委
シ
、

　
外
国
交
際
井
管
之
セ
シ
ニ
、
今
是
ヲ
廃
止
シ
、
天
皇
壮
重
ヲ
親
裁
ス
ト
、
是
牽
強

　
附
会
ナ
ル
ヘ
シ
、
東
武
エ
委
任
ス
ル
ノ
時
ト
難
、
固
リ
邦
内
ノ
処
置
ハ
天
皇
関
ル

　
ヘ
シ
、
而
シ
テ
外
国
ノ
交
際
ノ
ミ
、
何
ソ
天
皇
ノ
指
…
揮
ヲ
不
奉
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ
、

　
然
ル
時
ハ
天
皇
ノ
指
揮
二
出
ル
事
ハ
古
今
～
般
ナ
レ
ハ
、
今
新
ユ
闘
白
ヲ
廃
止
シ

　
一
新
ス
ト
難
、
大
匝
日
当
ノ
官
「
一
任
シ
、
交
際
ノ
職
ヲ
置
カ
バ
、
甲
羅
然
ノ
理
ア

　
ラ
ン
ヤ
」
と
し
て
、
朝
鮮
側
と
し
て
は
将
軍
に
か
わ
る
政
府
高
宮
級
の
者
の
朝
鮮

　
間
題
取
扱
い
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
洩
ら
し
て
い
た
。

⑭
　
『
事
務
』
三
、
『
外
交
』
二
の
二
一
＝
。

⑯
　
　
『
事
務
』
三
、
『
外
交
』
二
の
ご
一
二
〇
。
　
大
島
は
明
治
二
年
・
三
月
一
一
日
朝
餅
…

　
か
ら
帰
訂
し
た
後
、
六
月
中
朝
鮮
国
情
を
調
査
し
た
書
冊
「
草
梁
紀
聞
」
（
散
逸
）

　
と
と
も
に
帰
国
報
告
も
兼
ね
て
の
上
申
書
を
外
国
官
に
提
繊
し
て
い
る
。

⑯
　
『
購
務
』
三
、
『
始
末
』
一
（
『
朝
鮮
交
際
始
末
』
第
一
巻
、
外
務
省
外
交
史
料

　
館
、
外
務
省
記
録
文
書
番
号
1
・
1
・
2
・
3
1
2
2
、
以
下
『
始
末
』
と
略
称
す
）
、

　
『
外
交
』
二
の
四
八
八
、
『
明
治
二
年
日
韓
尋
交
ノ
為
森
山
茂
、
佐
田
白
茅
一
行
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渡
韓
一
件
』
（
外
務
省
外
交
史
料
館
、
外
務
省
記
録
文
書
番
号
－
・
1
・
2
・
3

　
－
2
、
以
下
『
渡
韓
』
と
略
称
す
）
。

⑰
　
『
始
末
』
一
、
『
外
交
四
二
の
四
八
六
。
日
付
は
は
じ
め
に
注
①
荒
野
著
謎
、

　
一
一
八
九
頁
に
よ
る
。

⑱
　
は
じ
め
に
注
①
高
橋
論
文
、
八
九
～
九
〇
頁
。
厳
原
藩
は
政
府
要
路
に
対
す
る

　
工
作
を
試
み
て
い
た
。
つ
ま
り
大
島
は
、
明
治
政
府
の
中
心
指
導
者
の
一
人
で
あ

　
る
木
戸
と
頻
繁
に
接
触
を
重
ね
、
木
戸
を
し
て
大
納
言
岩
倉
具
視
に
覇
鮮
問
題
を

　
建
議
さ
せ
る
な
ど
、
太
政
官
の
決
定
を
引
っ
繰
り
返
す
の
に
懸
命
だ
っ
た
。

⑩
　
　
『
事
務
』
三
、
『
外
交
』
二
の
五
五
八
。
厳
原
藩
は
同
趣
公
用
人
齊
藤
佳
兵
衛

　
の
名
で
太
政
官
弁
官
へ
抗
議
の
上
申
書
を
提
出
し
た
。

⑳
『
事
務
』
三
、
『
外
交
』
二
の
五
五
九
。

⑳
　
一
〇
月
一
四
日
、
太
政
官
は
厳
原
藩
に
対
し
、
「
今
般
外
務
省
二
於
テ
取
扱
候

　
加
勃
鮮
閑
国
ノ
儀
従
乱
嗣
ノ
イ
乎
赦
鯛
モ
有
之
候
一
｝
付
、
猶
…
同
省
ヨ
リ
其
藩
へ
打
A
目
可
．
致
ご
日
更

　
二
被
仰
付
候
間
、
此
段
相
達
候
事
」
と
通
達
し
（
『
事
務
』
三
、
『
始
末
』
一
、
『
外

交
』
二
の
五
三
九
）
、
同
月
一
五
日
、
外
務
省
に
対
し
て
も
「
朝
鮮
国
取
扱
之
黙

従
前
之
手
続
モ
有
之
候
二
付
、
猶
厳
原
藩
へ
打
合
可
致
下
層
二
被
仰
付
候
事
」
と

通
達
し
た
（
『
始
末
』
一
、
『
外
交
』
二
の
五
四
三
）
。
要
は
太
政
官
の
前
回
の
命

令
（
家
役
廃
止
）
は
撤
回
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
太
政
官
弁
官
は
一
〇

日
μ
二
三
口
同
以
後
、
厳
原
藩
へ
「
朝
鮮
国
黒
学
際
ノ
陥
俄
二
付
、
此
程
伺
ノ
諏
［
ハ
、
追
テ

猶
御
沙
汰
ノ
次
第
可
．
有
之
候
ヘ
ト
モ
、
差
当
紬
仮
園
［
へ
差
遣
置
候
其
藩
使
者
ノ
雨
着
ノ

虫
聞
、
引
戻
候
ニ
ヲ
ヨ
ハ
ス
可
成
引
合
ヲ
重
ネ
、
御
一
新
ノ
御
覧
実
、
国
国
へ
梢

冊
具
侮
ハ
様
可
鋤
以
候
、
轟
ん
外
国
ホ
論
題
ノ
儀
ハ
、
　
一
途
二
不
嵐
候
一
ア
ハ
不
層
相
成
脳
恢
二
付
、

追
テ
外
務
省
ノ
官
員
彼
地
へ
差
越
、
実
境
見
分
為
二
四
積
」
で
あ
る
こ
と
を
通
達

す
る
一
方
（
『
事
務
』
三
、
『
外
交
』
二
の
五
五
九
附
属
害
｝
）
、
他
方
一
一
月
一

二
日
に
は
厳
原
藩
公
用
人
に
火
修
使
交
渉
の
継
続
を
指
示
し
た
（
『
事
務
』
五
、

『
始
末
』
一
、
『
外
交
』
一
一
の
五
八
七
）
。
こ
の
よ
う
に
、
外
務
省
と
厳
原
藩
の
問

で
揺
れ
動
く
、
当
時
の
太
政
宮
の
政
策
決
定
能
力
の
低
さ
が
う
か
が
え
る
の
で
あ

る
。
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豆

佐
田
調
査
団
の
朝
鮮
派
遣

ω
佐
田
調
査
団
派
遺
の
計
画

こ
こ
で
は
、
調
査
団
派
遣
の
計
画
、
構
成
、
任
務
、
（
臨
時
）
機
構
の
新
設
に
い
た
る
過
程
を
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
調
査
団
派
遣
の
計
画

　
明
治
二
年
九
月
二
五
日
外
務
省
よ
り
、
情
況
調
査
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

そ
れ
は
一
〇
月
七
日
太
政
官
よ
り
許
可
さ
れ
た
。

外
務
官
員
一
両
名
の
厳
原
な
ら
び
に
朝
鮮
派
遣
が
初
め
て
打
ち
出
さ
れ
た
後
、



版籍奉還前後の朝鮮政策と外務省（佐田）調査団の朝鮮派遣（沈）

　
さ
て
、
太
政
官
よ
り
調
査
団
派
遣
の
お
墨
付
き
を
え
た
外
務
省
は
一
〇
月
七
日
以
降
、
派
遣
準
備
に
つ
き
早
速
省
議
を
開
き
、
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

事
項
を
確
定
、
そ
れ
を
太
政
官
弁
官
へ
上
申
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
宮
員
の
対
象
と
員
数
は
、
大
録
・
権
大
録
の
内
一
人
、
史
生
三
人
、
附
属

三
人
に
す
る
こ
と
、
②
諸
官
員
を
対
州
・
朝
鮮
へ
派
遣
、
こ
れ
ま
で
の
「
宗
家
交
際
ノ
始
末
」
に
関
し
て
採
用
・
改
革
可
否
を
取
調
べ
さ
せ
て

お
く
と
と
も
に
、
朝
鮮
国
「
物
産
貿
易
」
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
も
吟
味
さ
せ
る
べ
き
こ
と
、
③
正
式
の
政
府
使
節
（
皇
使
）
を
派
遣
す
る
ま
で

は
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
の
通
り
「
宗
家
私
交
」
体
制
の
ま
ま
に
差
し
置
き
、
外
務
雀
官
員
は
立
合
い
、
「
監
察
ノ
心
得
」
を
も
っ
て
勤
め
さ
せ

る
べ
き
こ
と
、
④
「
宗
家
へ
御
沙
汰
ノ
儀
」
は
、
別
段
に
取
調
べ
る
べ
き
こ
と
、
右
等
の
こ
と
が
し
か
る
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
「
朝
廷
ヘ
ノ
御

建
言
案
」
な
ど
は
別
段
に
取
調
べ
伺
う
こ
と
に
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
た
太
政
官
は
一
〇
月
一
四
日
、
今
般
外
務
省
が
取
り
扱
う
朝
鮮
の
こ
と
に
つ
い
て
外
務
省
よ
り
打
ち
合
せ
の
あ
る
場
合
、
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
よ
う
厳
原
藩
へ
指
示
し
た
。
ま
た
翌
日
外
務
省
に
は
従
前
の
手
続
も
あ
る
か
ら
厳
原
藩
へ
打
ち
合
せ
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
こ
と
は
、
こ
う
し
た
太
政
官
の
決
定
に
つ
き
、
田
保
橋
茂
は
「
外
務
省
と
共
管
の
形
式
で
家
役
の
存
続
を
承
認
し
た
」
と
述
べ
て
い
る

　
　
　
④

点
で
あ
る
。
が
、
既
述
の
よ
う
に
太
政
官
の
「
家
役
」
廃
止
に
等
し
い
拙
速
な
指
令
は
、
そ
も
そ
も
外
務
省
の
上
申
案
の
真
意
を
誤
解
し
た
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
度
の
太
政
官
の
指
令
は
勿
論
厳
原
藩
の
反
発
も
考
慮
し
た
上
で
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
外
務
省
の
管
轄

の
下
に
当
分
の
問
「
家
役
」
の
存
在
を
認
め
た
も
の
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
外
務
省
は
、
派
遣
官
員
の
対
象
と
員
数
、
穏
的
と
方
針
を
暫
定
的
に
確
定
し
た
後
、
文
献
蒐
集
・
人
選
・
便
宜
手
配
・
用
意
金
の

準
備
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
②
調
査
団
の
構
成
（
文
献
蒐
集
・
人
選
・
便
宜
手
配
・
用
意
金
）

　
ま
ず
外
務
官
員
派
遣
の
事
前
準
備
作
業
の
一
環
と
し
て
、
外
務
省
は
一
〇
月
一
五
日
、
静
岡
藩
に
対
し
、

⑤た
。
す
な
わ
ち
、
①
静
岡
藩
の
祖
先
（
徳
川
家
）
が
朝
鮮
使
節
に
謁
見
し
た
回
数
、
年
月
日
、
使
節
の
姓
名
、

以
下
の
よ
う
な
調
査
事
項
を
命
じ

官
爵
、
彼
我
礼
典
の
こ
と
、
②
対
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馬
易
地
雨
礼
の
起
源
、
礼
典
の
こ
と
、
③
慶
長
事
後
の
講
和
交
渉
の
時
、
降
伏
依
頼
を
意
味
す
る
朝
鮮
使
節
来
日
の
証
跡
が
あ
れ
ば
、
申
し
立

て
る
べ
き
こ
と
、
④
日
本
よ
り
朝
鮮
へ
使
節
を
派
遣
し
、
朝
鮮
国
王
に
面
会
し
た
こ
と
の
有
無
、
刺
鮮
国
へ
の
「
進
上
物
」
、
使
節
へ
取
り
遣

わ
し
た
品
物
な
ら
び
に
朝
鮮
国
よ
り
の
「
貢
献
物
」
に
つ
き
、
そ
の
品
柄
、
員
数
な
ど
を
申
し
立
て
る
べ
き
こ
と
、
⑤
静
岡
藩
の
祖
先
お
よ
び

朝
鮮
国
王
代
々
の
慶
弔
相
互
の
報
告
の
次
第
な
ら
び
に
書
簡
往
復
の
文
格
な
ど
取
調
べ
申
し
立
て
る
べ
き
こ
と
、
⑥
日
光
山
・
東
照
宮
廟
所
へ

朝
鮮
国
よ
り
納
物
あ
る
と
の
由
、
そ
れ
は
そ
の
頃
「
日
本
ノ
武
威
」
に
恭
順
し
て
納
め
た
と
の
意
味
合
い
か
、
⑦
年
々
対
州
へ
渡
す
銅
、
そ
の

外
の
定
額
品
の
こ
と
並
び
に
宗
家
に
米
・
金
を
遣
わ
す
高
の
こ
と
、
⑧
文
化
年
中
、
林
大
内
記
の
対
州
へ
出
張
応
接
の
始
末
な
ら
び
に
そ
れ
以

前
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
取
調
べ
る
べ
き
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
同
月
同
日
外
務
省
は
、
慶
長
役
後
、
徳
川
秀
忠
、

家
光
の
征
夷
大
将
軍
に
奉
職
中
、
「
群
肝
ノ
藩
属
ノ
体
」
に
見
え
る
朝
鮮
国
よ
り
使
節
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
際
に
、
藩
の
始
祖
お
よ
び
権
中
納

言
光
国
と
と
も
に
幕
府
を
補
佐
し
朝
鮮
接
待
交
際
の
礼
典
を
正
し
た
と
い
わ
れ
る
水
戸
藩
の
公
用
人
に
対
し
、
そ
の
時
に
「
量
質
ノ
休
」
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

っ
て
接
待
し
た
な
ど
の
諸
記
録
類
が
あ
れ
ば
、
早
々
綿
密
に
取
調
べ
委
細
書
面
を
差
し
出
す
よ
う
指
示
し
た
。

　
こ
う
し
た
朝
鮮
関
係
文
献
の
提
出
命
令
を
受
け
た
静
岡
藩
は
公
用
人
杉
山
秀
太
郎
の
他
二
人
の
連
署
で
一
二
月
一
五
日
、
「
家
紀
抄
録
」
三

冊
、
「
両
国
和
平
条
体
」
一
冊
、
「
朝
鮮
国
信
書
式
偏
一
冊
、
「
朝
鮮
人
来
朝
之
記
」
二
冊
、
「
雑
抄
し
一
冊
、
「
朝
州
録
」
五
冊
、
「
朝
鮮
聰
礼
式
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

一
冊
な
ど
、
合
計
一
四
部
の
朝
鮮
関
係
書
籍
を
外
務
省
へ
提
出
し
た
。
一
応
、
こ
れ
を
接
収
し
た
外
務
省
は
明
治
三
年
四
月
、
静
岡
藩
へ
、
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

所
蔵
の
「
彼
（
朝
鮮
－
筆
者
注
）
国
王
ヨ
リ
其
歴
代
当
主
二
宛
候
書
簡
ノ
本
書
」
を
取
調
べ
早
肉
差
し
出
す
よ
う
再
命
令
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
外
務
省
が
静
岡
藩
・
水
戸
藩
へ
、
慶
長
元
和
年
間
の
和
議
成
立
以
降
、
こ
れ
ま
で
の
大
綱
な
ど
を
く
ま
な
く
取
調
べ
書
面

を
提
出
す
る
よ
う
に
し
た
理
由
は
、
第
一
に
、
明
治
元
年
早
々
よ
り
の
厳
原
藩
の
上
申
に
係
わ
る
事
項
な
ど
を
他
の
藩
の
諸
記
録
と
比
較
検
討

し
、
そ
の
正
否
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
近
世
日
朝
外
交
関
係
に
お
け
る
日
本
の
優
越
を
示
す
よ
う
な
資
料
蒐
集
に
重
点
を
お

き
、
ま
ず
は
そ
れ
を
調
査
団
の
任
務
に
役
立
て
る
と
同
時
に
、
今
後
の
対
朝
鮮
外
交
政
策
立
案
に
も
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

72　（890）



版籍奉還前後の朝鮮政策と外務省（佐細）調査団の朝鮮派遮（沈）

　
さ
て
、
先
述
の
よ
う
に
派
遣
の
対
象
と
員
数
を
暫
定
確
定
し
た
後
、
諸
藩
に
朝
鮮
関
係
文
献
提
出
命
令
も
下
し
た
外
務
省
は
、
＝
月
中
に

至
り
そ
の
人
選
を
行
な
い
、
佐
田
白
茅
（
外
務
准
権
大
録
）
・
森
山
茂
（
外
務
少
録
）
・
斉
藤
栄
（
外
務
准
少
録
）
の
三
人
目
正
派
遣
員
と
し
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

他
附
属
触
使
二
人
、
都
合
五
人
の
派
遣
を
正
式
に
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
一
応
派
遣
の
人
選
作
業
を
終
え
た
外
務
省
は
＝
月
中
、
神
奈
川
県

に
対
し
、
佐
田
調
査
団
の
渡
渉
に
つ
き
、
任
務
遂
行
中
、
当
省
お
よ
び
朝
鮮
よ
り
の
御
用
状
は
神
奈
川
県
の
蒸
気
船
便
を
利
用
し
て
長
崎
表
へ

伝
送
す
る
よ
う
通
報
し
た
。
ま
た
長
崎
県
に
対
し
て
も
、
佐
田
調
査
団
の
対
州
表
へ
渡
航
の
た
め
の
蒸
気
船
の
手
配
、
石
炭
の
供
給
、
朝
鮮
往

復
御
用
状
の
取
扱
方
に
つ
き
差
支
え
の
な
い
よ
う
指
示
し
や
外
務
省
は
＝
月
二
三
日
に
至
り
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
長
崎
県
に
対
し
・
諸

藩
蒸
気
船
に
よ
り
渡
航
す
る
に
当
っ
て
、
渡
航
中
、
石
炭
不
足
で
佐
田
一
行
よ
り
要
請
の
あ
っ
た
場
合
、
即
時
に
周
旋
す
る
よ
う
指
示
し
た
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

え
、
特
に
長
崎
県
に
は
朝
鮮
御
用
に
つ
き
、
「
以
後
御
用
状
往
復
」
な
ど
に
差
支
え
の
な
い
よ
う
再
指
示
し
た
。
さ
ら
に
外
務
省
は
＝
一
月
二

日
、
大
阪
府
・
兵
庫
県
に
対
し
、
「
開
綿
ヨ
リ
ノ
御
用
状
往
復
ト
モ
長
崎
県
ニ
テ
取
扱
候
筈
二
付
、
自
然
船
便
ノ
都
合
二
品
、
神
奈
川
長
崎
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

県
ノ
内
ヨ
リ
其
御
府
へ
相
槌
候
節
」
は
、
遅
滞
な
く
門
送
実
方
し
を
取
り
計
ら
う
よ
う
再
指
示
し
た
。
そ
れ
か
ら
佐
田
調
査
団
が
横
浜
を
出
発

す
る
二
日
前
の
同
月
五
日
、
外
務
省
は
神
奈
川
県
に
対
し
、
明
六
日
東
京
を
出
立
、
横
浜
よ
り
乗
り
組
む
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
予
め
旅
宿
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

軒
を
選
定
、
然
る
べ
き
船
宿
へ
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
と
、
船
中
部
屋
な
ど
は
当
調
査
団
横
浜
到
着
後
、
指
示
の
あ
る
こ
と
を
通
牒
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
鼻
翼
漿
へ
の
便
宜
手
配
及
び
往
復
書
簡
取
扱
方
の
指
示
は
、
佐
田
調
査
団
出
発
に
あ
た
り
外
務
省
が
相
当
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。

，
一
方
調
査
団
派
遣
に
向
け
て
諸
用
意
作
業
が
順
調
に
進
ん
で
い
く
中
で
の
一
一
月
二
五
日
以
前
、
佐
田
白
茅
・
森
山
茂
・
斉
藤
栄
は
連
名
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

次
の
よ
う
に
「
省
中
伺
」
を
行
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
朝
鮮
国
並
び
に
対
州
へ
御
用
の
た
め
渡
航
す
る
こ
と
に
つ
き
、
「
往
返
船
賃
」
、
滞
留

中
の
「
旅
籠
翻
し
、
「
朝
鮮
貿
易
筋
取
調
」
、
「
物
価
ノ
低
昂
」
、
「
貨
幣
ノ
善
悪
」
、
「
後
来
貿
易
ノ
手
順
見
込
取
調
」
、
時
宜
に
よ
り
朝
鮮
国
の
「
貨

幣
」
、
「
買
入
物
」
な
ど
も
行
な
い
、
品
償
の
尊
卑
を
試
し
て
み
た
い
、
②
そ
の
外
、
朝
鮮
「
内
探
向
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
不
時
の
失
費
も
少

な
く
な
い
か
ら
、
旅
籠
料
な
ど
を
も
一
同
取
り
束
ね
、
用
意
金
を
持
っ
て
い
き
、
精
女
省
略
し
、
帰
府
の
う
え
、
仕
上
勘
定
を
立
て
る
つ
も
り
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で
あ
る
、
③
し
た
が
っ
て
、
金
札
千
五
百
両
（
用
意
金
）
・
正
金
千
五
百
荊
（
朝
鮮
圏
滞
在
中
、
仕
払
向
嘉
す
べ
て
金
札
通
用
差
支
え
の
出
た
時
の
用
意
金
）
・

洋
銀
五
百
弗
（
長
崎
衷
よ
り
帰
路
外
国
飛
脚
船
賃
見
積
り
）
な
ど
を
至
急
渡
す
よ
う
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
た
外
務
省
で
は
一
一
月
二
五
日
頃
大
蔵
省
に
対
し
、
給
料
及
び
官
禄
・
用
意
金
調
書
を
添
え
、
明
治
二
年
＝
菅
月
よ
り
同
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

二
月
目
で
の
三
ケ
月
分
の
支
度
料
・
日
当
・
手
当
の
支
給
を
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
外
務
省
の
要
求
に
対
し
、
大
蔵
省
は
一
一
月
二
九
日
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

紙
で
以
下
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
蔵
省
は
、
総
用
意
金
の
中
で
、
正
金
・
洋
銀
は
外
務
省
の
要
求
し
た
通
り
渡
す
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
が
、
金
札
は
朝
鮮
現
地
で
の
使
用
不
通
を
理
由
に
難
色
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
大
蔵
省
の
回
答
を
受
け
た
外
務
省
は
一
一
月
晦
日
、
大
蔵
省
に
次
の
よ
う
な
再
照
会
書
を
送
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
③
要
求
し
た
用
意
金

の
中
、
楮
弊
の
分
は
渡
し
難
い
と
の
旨
は
承
知
し
た
、
②
楮
弊
の
儀
は
、
対
州
は
勿
論
大
阪
・
長
崎
な
ど
で
も
取
調
向
に
て
そ
れ
ぞ
れ
滞
在
す

る
つ
も
り
で
、
且
つ
方
今
、
正
貨
幣
は
払
底
の
折
柄
に
も
あ
る
か
ら
、
ま
ず
楮
弊
を
も
っ
て
如
何
様
と
も
臨
機
の
差
繰
り
さ
せ
る
見
込
み
を
も

っ
て
掛
合
申
置
き
た
い
、
し
か
し
な
が
ら
、
渡
し
難
い
こ
と
な
ら
ば
、
書
面
の
金
高
を
残
ら
ず
正
貨
幣
で
渡
さ
れ
た
い
、
③
弐
分
金
の
儀
は
、

差
支
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
か
ら
、
壱
分
金
か
、
も
し
く
は
洋
銀
に
て
渡
さ
れ
た
い
、
と
に
か
く
出
立
の
日
限
が
迫
っ
て
い

る
の
で
、
早
々
渡
し
方
の
期
日
回
答
あ
り
た
い
、
と
要
請
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
大
蔵
省
は
一
二
月
初
旬
（
朔
日
よ
り
五
日
の
間
力
）
に
、
再
附
紙
で
、
①
用
意
金
の
儀
、
正
金
千
五
百
両
、
洋
銀
五
百
弗
の
以
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
渡
し
方
取
計
ら
い
難
い
か
ら
、
右
に
て
差
繰
り
取
計
ら
わ
れ
た
い
、
②
壱
分
金
洋
銀
に
て
の
渡
し
方
は
出
来
難
い
、
と
再
通
知
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
う
し
た
大
蔵
省
の
返
答
に
対
し
、
外
務
省
は
＝
一
月
六
日
、
大
蔵
省
に
「
別
紙
遣
訳
書
」
を
も
添
え
た
再
々
照
会
書
を
送
り
、
「
金
札
、
御

渡
方
難
相
成
ト
ノ
七
二
候
ハ
・
、
時
輝
輝
寄
長
崎
県
又
ハ
厳
原
藩
へ
出
張
ノ
モ
ノ
ヨ
リ
、
掛
合
次
第
立
替
相
渡
候
様
、
僻
地
ヘ
ノ
証
書
御
渡
」

あ
り
た
い
と
述
べ
た
う
え
、
正
金
・
洋
銀
・
証
書
と
も
今
日
中
に
渡
さ
れ
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
「
別
紙
遣
訳
書
」
で
注
目
を
集
め
る

の
は
、
対
州
並
び
に
朝
鮮
国
滞
在
中
、
「
諸
内
探
向
」
と
し
て
正
金
千
五
百
両
の
中
か
ら
、
そ
の
半
分
に
近
い
六
四
〇
両
が
計
上
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
佐
田
以
下
二
人
は
、
す
で
に
＝
一
月
朔
日
よ
り
同
月
五
日
の
間
に
、
「
省
中
伺
」
を
行
な
う
中
で
、
「
朝
鮮
国
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滞
在
中
、
万
一
内
探
三
等
ノ
為
謝
物
差
全
章
鰍
、
又
ハ
官
員
等
ヨ
リ
贈
物
等
有
之
節
、
答
礼
品
等
二
差
支
候
間
、
用
意
金
ノ
内
ヲ
以
テ
八
田
縞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

縮
緬
ノ
内
、
十
五
六
反
程
モ
買
上
、
用
意
二
持
越
」
よ
う
に
し
た
い
と
、
そ
の
許
可
を
求
め
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
外
務
省
の
詳
細
か
つ
執
拗
な
要
求
に
、
難
色
を
示
し
て
き
た
大
蔵
省
も
つ
い
に
金
札
を
支
給
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
そ

う
し
て
な
お
外
務
省
は
同
月
六
日
、
佐
田
白
茅
外
弐
人
へ
附
属
出
張
を
命
じ
ら
れ
た
当
省
触
使
弐
人
の
支
度
料
・
β
当
・
手
当
を
、
当
八
月
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
陸
奥
海
岸
密
商
取
調
の
御
用
の
た
め
出
役
命
令
さ
れ
た
際
の
割
合
を
も
っ
て
、
渡
す
よ
う
要
請
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
要
求
通
り
大
蔵
省
よ
り

支
出
さ
れ
た
。

　
③
　
調
査
団
の
任
務

　
こ
れ
よ
り
先
に
、
外
務
省
は
＝
月
上
旬
頃
、
朝
鮮
出
張
外
務
葉
鞘
の
調
査
事
項
命
令
案
を
作
成
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
そ
の
許
可
を

　
　
　
　
　
　
⑫

太
政
官
に
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
①
旧
幕
府
時
代
の
通
信
使
の
来
日
は
、
「
豊
臣
家
進
撃
ノ
武
威
二
屈
服
シ
、
藩
属
ノ
礼
ヲ
執
来
懲
悪
」
ま
た
は
「
朝
鮮
ハ
極
小
、
目
本
邦
国
大
ナ
ル
故
、

　
　
　
朝
鮮
ハ
一
着
ヲ
輸
シ
使
節
差
越
、
我
ハ
本
国
居
坐
シ
テ
、
其
礼
ヲ
三
后
儀
力
」
、
そ
の
「
起
源
ノ
大
旨
意
」
と
確
証
を
取
調
べ
る
こ
と
と
と
も
に
、
対
州

　
　
　
よ
り
朝
鮮
へ
派
遣
す
る
使
者
の
礼
式
、
朝
鮮
よ
り
対
州
へ
派
遣
す
る
使
者
の
礼
典
を
取
調
べ
る
べ
き
こ
と
、

　
　
　
②
対
州
よ
り
朝
鮮
へ
の
「
出
交
易
」
は
、
朝
鮮
よ
り
「
勘
合
印
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
朝
鮮
国
警
世
上
「
入
貢
」
を
意
味
す
る
と
い

　
　
　
う
、
こ
れ
は
追
っ
て
「
皇
使
」
を
派
遣
す
る
際
に
、
そ
の
「
下
汐
」
を
正
す
つ
も
り
だ
が
、
「
往
古
文
明
ノ
化
未
開
」
の
対
州
が
甘
ん
じ
て
そ
の
制
度
を

　
　
　
受
け
入
れ
て
き
た
も
の
か
、
も
し
く
は
、
最
初
よ
り
そ
の
「
謬
例
」
を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
朝
鮮
へ
接
近
ノ
孤
島
」
だ
か
ら
、
「
入
貢
」
を

　
　
　
礼
を
取
ら
ざ
る
を
え
ず
、
密
か
に
そ
の
礼
を
用
い
て
き
た
か
、
を
吟
味
す
べ
き
こ
と
、

　
　
　
③
朝
鮮
政
府
が
清
の
「
正
朔
」
を
野
里
し
、
藩
属
の
礼
節
を
守
り
、
何
事
も
清
国
の
特
命
を
受
け
る
様
子
な
の
か
、
又
は
「
正
朔
」
は
清
国
へ
使
節
な
ど

　
　
　
を
派
遣
す
る
際
、
文
書
往
復
の
間
に
だ
け
用
い
る
く
ら
い
で
、
国
内
一
般
普
通
の
年
号
で
は
な
い
の
か
。
且
つ
国
政
も
朝
鮮
国
王
自
裁
の
力
が
あ
っ
て
、

　
　
　
外
国
と
条
約
を
締
結
す
る
な
ど
の
大
事
の
異
型
も
、
朝
鮮
政
府
自
ら
の
意
思
に
従
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
る
べ
き
国
体
な
の
か
、
を
「
内
探
」
す
べ
き
こ
と
、
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④
「
皇
尊
」
を
派
遣
す
る
際
、
軍
艦
を
「
釜
山
浦
草
梁
項
」
へ
向
け
て
出
航
さ
せ
る
こ
と
が
順
序
で
は
あ
る
が
、
同
所
の
場
合
は
国
都
を
往
復
す
る
に
は

　
　
　
遠
い
の
み
な
ら
ず
「
百
事
咄
墜
」
の
時
に
は
不
便
だ
か
ら
、
首
都
に
近
い
上
、
軍
艦
を
入
港
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
良
港
の
有
無
を
吟
味
す
べ
き
こ
と
、

　
　
　
⑤
朝
鮮
国
が
ロ
シ
ア
の
毒
吻
に
心
酔
し
、
暗
々
裏
に
そ
の
保
護
を
依
頼
す
る
と
の
風
説
の
真
意
可
否
と
、
且
つ
朝
鮮
と
ロ
シ
ア
の
問
の
国
境
紛
争
の
有
無

　
　
　
を
事
実
探
索
す
べ
き
こ
と
、

　
　
　
⑥
朝
鮮
国
の
海
軍
・
陸
軍
武
備
の
虚
実
と
器
械
の
精
粗
の
こ
と
、

　
　
　
⑦
朝
鮮
国
内
政
の
「
治
否
」
、
国
王
及
び
大
臣
の
風
聞
、
果
た
し
て
厳
原
藩
の
大
島
が
提
出
し
た
「
草
梁
紀
聞
」
の
通
り
か
、
を
取
調
べ
る
べ
き
こ
と
、

　
　
　
⑧
日
朝
間
に
自
由
貿
易
を
開
始
し
た
場
合
、
日
本
に
と
っ
て
有
望
輸
出
品
目
と
国
益
に
な
る
輸
入
品
目
の
物
品
調
査
、
且
つ
朝
鮮
国
物
価
の
細
田
、
貨
幣

　
　
　
の
善
悪
、
な
ら
び
に
今
後
の
貿
易
手
順
の
見
込
み
な
ど
を
取
調
べ
る
べ
き
こ
と
、

　
　
　
⑨
歳
遣
船
の
存
廃
可
否
に
対
す
る
見
込
み
の
こ
と
、

　
　
　
⑩
政
府
に
よ
る
対
朝
外
交
・
貿
易
　
元
化
が
進
む
こ
と
に
つ
れ
て
予
想
さ
れ
る
厳
原
藩
の
従
来
の
利
益
の
半
減
を
お
ぎ
な
う
た
め
の
「
追
々
相
惑
ノ
御
処

　
　
　
分
し
の
「
見
込
、
会
計
向
」
を
篤
と
取
調
べ
報
告
す
べ
き
こ
と
、

　
　
　
⑪
朝
鮮
で
は
草
梁
項
の
外
、
日
本
人
の
内
地
旅
行
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
も
し
宗
家
周
旋
に
よ
り
「
首
府
迄
往
観
ノ
儀
」
が
と
と
の
う
こ
と

　
　
　
に
な
れ
ば
、
往
復
し
て
「
風
俗
制
度
」
な
ど
委
細
に
認
め
通
す
べ
き
こ
と
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
第
一
に
、
従
来
宗
家
に
よ
り
主
導
さ
れ
て
き
た
対
朝
外
交
・
貿
易
の
廃
止
可
否
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
、

②
、
⑧
、
⑨
、
⑩
は
基
本
的
に
厳
原
藩
に
対
す
る
不
信
・
不
満
よ
り
発
し
た
も
の
で
、
対
朝
外
交
・
貿
易
問
題
に
お
け
る
外
務
省
の
直
接
掌
握

を
前
提
に
し
た
任
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
清
国
と
朝
鮮
の
問
の
宗
主
権
問
題
（
③
）
と
、
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
進
出
に
対
す
る
危
機
認

識
で
あ
る
（
⑤
）
。
特
に
、
③
は
厳
原
藩
に
よ
る
日
朝
交
渉
が
長
引
い
た
す
え
、
つ
い
に
停
頓
に
陥
る
や
、
そ
の
元
女
の
原
因
の
一
つ
は
、
朝
鮮

が
清
国
の
意
思
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
み
な
し
、
そ
の
宗
主
権
に
ま
つ
わ
る
事
実
関
係
の
把
握
の
必
要
性
よ
り
課
さ
れ
た
も
の
だ
と
思

う
。
こ
の
認
識
は
、
後
で
対
朝
鮮
政
策
の
重
要
な
選
択
肢
の
一
つ
に
な
る
。
第
薫
に
、
朝
鮮
の
軍
備
・
国
情
状
況
の
問
題
（
⑥
、
⑦
、
⑭
）
と
、
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皇
使
警
護
及
び
武
力
誇
示
の
た
め
の
軍
艦
が
入
港
で
き
る
首
都
近
辺
の
良
港
調
査
で
あ
る
（
④
）
。
要
す
る
に
、
す
べ
て
は
今
ま
で
厳
原
藩
が
上

申
・
報
告
し
て
き
た
も
の
に
対
し
て
そ
の
真
偽
を
工
専
確
か
め
よ
う
と
す
る
意
思
が
あ
る
一
方
、
他
方
、
外
務
省
に
よ
る
亡
朝
外
交
・
貿
易
一

元
化
に
伴
い
厳
原
藩
の
蒙
る
損
失
に
対
す
る
補
填
も
念
頭
に
言
い
た
う
え
、
さ
ら
に
多
様
な
調
査
項
目
で
わ
か
る
よ
う
に
調
査
団
帰
国
報
告
後
、

適
当
な
時
期
に
釜
山
を
経
由
せ
ず
に
直
接
武
力
を
伴
う
「
専
使
」
の
派
遣
を
企
て
よ
う
と
す
る
外
務
省
の
意
図
が
窺
え
る
。
な
に
よ
り
も
、
こ

の
時
点
で
こ
ん
な
に
朝
鮮
を
知
り
ぬ
こ
う
と
す
る
調
査
任
務
が
は
じ
め
て
課
さ
れ
た
こ
と
に
特
に
注
屠
し
た
い
。
そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

明
治
八
年
の
江
華
島
事
件
・
翌
年
の
江
華
島
条
約
（
日
朝
修
好
条
規
）
締
結
の
前
触
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
出
来
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
れ
に
対
し
、
太
政
官
は
一
一
月
一
三
日
に
至
り
、
外
務
省
の
原
案
通
り
「
朝
鮮
へ
被
差
遣
候
者
心
得
方
御
達
白
首
」
を
承
認
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
調
査
任
務
に
加
え
、
沢
外
務
卿
は
佐
田
に
、
出
張
の
理
由
に
対
し
「
去
年
太
政
官
よ
り
対
州
藩
の
取
次
を
以
て
、
朝
鮮
国
へ

維
新
の
報
知
書
を
贈
ヅ
て
あ
る
、
論
蔵
詞
を
再
三
督
促
す
れ
ど
も
、
今
以
て
何
た
る
音
信
が
な
い
、
方
今
朝
鮮
は
ど
う
ゆ
ふ
様
子
で
あ
る
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

其
取
調
を
し
て
、
返
詞
の
催
促
を
す
る
の
が
主
限
の
用
務
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
と
い
う
。
要
は
、
基
礎
調
査
任
務
の
他
に
報
知
書
契
に
対

す
る
返
事
の
催
促
も
任
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
④
　
機
構
の
新
設

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
佐
田
調
査
団
が
出
発
す
る
ぎ
り
ぎ
り
の
段
階
ま
で
支
給
さ
れ
る
の
に
時
間
の
か
か
っ
た
用
意
金
の
問
題
を
除
い
て
、

調
査
団
派
遣
の
た
め
の
人
選
、
便
宜
手
配
、
任
務
作
業
が
順
調
に
進
ん
で
き
た
中
で
、
外
務
省
は
一
二
月
初
旬
頃
（
朔
日
よ
り
五
日
ま
で
の
間
力
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

に
、
佐
田
調
査
団
と
の
出
張
事
務
連
絡
、
担
当
（
在
東
京
）
、
他
省
・
諸
藩
と
の
協
議
連
絡
に
つ
き
以
下
の
よ
う
な
決
定
を
し
た
。

　
　
①
七
条
史
生
へ
、
朝
鮮
行
御
用
於
東
京
取
扱
被
仰
渡
候
二
付
、
左
ノ
通
番
極
置
候
積

　
　
②
朝
鮮
関
係
ノ
御
用
書
物
類
ハ
、
都
テ
引
受
進
退
可
致
事

　
　
③
諸
官
省
井
諸
藩
、
引
合
筋
等
、
朝
鮮
関
係
ノ
御
用
筋
ハ
引
受
取
扱
可
申
事
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④
朝
鮮
扇
並
対
州
へ
出
張
中
、
往
復
御
用
状
ノ
儀
、
前
同
様
取
扱
可
申
事
、

　
　
但
御
用
状
ノ
都
度
、
御
用
先
ノ
モ
ノ
心
得
二
可
相
成
難
件
母
御
布
告
、

　
　
通
達
専

　
　
　
附
、
出
張
ノ
モ
ノ
宅
状
、
往
復
ノ
儀
モ
取
扱
立
国
、
将
御
布
告
等
、

太
政
官
日
誌
、
粗
紙
官
員
ノ
進
退
、
及
ヒ
規
制
変
革
筋
等
、
惣
テ
無
洩
可
及

留
守
宅
ノ
モ
ノ
不
心
得
候
ハ
テ
ハ
難
相
成
事
件
ハ
、
其
時
々
相
達
シ
可
申
事
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⑤
蔚
鮮
行
留
守
中
、
官
禄
受
取
方
ト
モ
前
同
様
取
扱
候
積

　
　
　
　
　
　
已
（
巳
）
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
行
掛

　
つ
ま
り
、
①
東
京
本
省
で
佐
田
調
査
団
の
朝
鮮
出
張
事
務
を
管
掌
す
る
担
当
者
に
史
生
の
七
条
長
富
を
任
命
、
そ
の
主
な
取
扱
任
務
と
し
て

は
、
②
朝
鮮
関
係
の
御
用
書
物
類
の
引
受
処
理
、
③
諸
官
省
及
び
諸
藩
に
対
す
る
引
合
筋
な
ど
の
緊
急
連
絡
事
項
の
引
受
取
扱
、
④
朝
鮮
及
び

対
州
出
張
中
、
往
復
御
用
状
の
取
扱
、
⑤
大
蔵
省
よ
り
の
官
禄
受
取
方
を
取
り
扱
う
こ
と
、
が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
外
務
省
は
佐
田
調
査
団
の
朝
鮮
派
遣
に
当
っ
て
、
諸
般
業
務
の
処
理
・
連
絡
な
ど
の
た
め
、
担
当
者
を
任
命
し
た
り
、
担
当

機
構
を
臨
時
的
に
新
設
運
用
（
「
朝
鮮
行
掛
」
）
し
た
り
す
る
な
ど
の
特
例
的
措
置
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
特
に
注
目
し
た
い
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ

が
ら
も
今
度
の
調
査
団
派
遣
に
の
ぞ
む
外
務
省
の
意
気
込
み
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

図
佐
田
調
査
団
派
遣
の
経
過
と
影
響

　
こ
こ
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
綿
密
な
準
備
過
程
を
終
え
、
対
州
・
朝
鮮
に
向
け
出
発
し
た
佐
田
調
査
団
の
途
中
経
過
、

し
て
そ
れ
が
そ
の
後
の
対
朝
鮮
政
策
・
政
局
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

帰
国
後
の
報
告
、
そ

①
調
査
団
の
途
中
経
過

＝
一
月
六
日
、
策
京
を
出
発
し
た
佐
田
一
行
は
、

横
浜
で
一
泊
し
た
後
、
同
月
七
日
、
米
国
汽
船
コ
ス
タ
リ
カ
で
横
浜
を
出
帆
し
た
。
同
β
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外
務
省
は
、
厳
原
藩
に
対
し
、
佐
田
一
行
が
「
朝
鮮
国
国
無
為
探
索
」
横
浜
を
出
発
し
て
お
り
、
同
藩
へ
到
着
の
う
え
は
「
万
慮
打
合
綿
密
窺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

曲
行
三
百
」
よ
う
協
力
す
べ
き
こ
と
を
通
達
し
た
。
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
朝
鮮
御
用
掛
（
「
朝
鮮
行
掛
」
か
ら
名
称
変
更
）
は
同
月
八
日
、
佐
田

調
査
団
の
横
浜
出
発
と
厳
原
藩
へ
の
指
示
の
あ
っ
た
こ
と
を
省
中
に
回
向
し
た
。
ま
た
外
務
省
は
神
奈
川
・
長
崎
両
県
に
対
し
森
山
少
禄
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

公
信
送
達
を
依
頼
し
た
。

　
一
二
月
一
二
日
長
崎
に
到
着
し
た
佐
田
一
行
は
、
す
で
に
一
二
月
初
旬
頃
、
命
じ
ら
れ
て
い
た
長
崎
浦
上
村
耶
蘇
教
事
件
の
調
査
に
着
手
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

同
月
二
〇
日
、
そ
の
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
佐
田
は
病
気
で
入
院
二
旬
に
及
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
森
山
と
斉
藤
の
了
解
を
得
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

医
者
広
津
俊
蔵
（
弘
信
）
を
同
伴
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
広
津
俊
蔵
は
、
帰
朝
の
後
、
外
務
省
に
正
式
に
抜
擢
さ
れ
、
森
山
と
と
も
に
そ
の
後

の
日
朝
外
交
交
渉
お
よ
び
対
朝
鮮
政
策
立
案
に
実
務
的
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
中
心
人
物
（
朝
鮮
通
）
で
あ
る
こ
と
に
特
に
注
目
し
た
い
。

　
長
崎
で
広
津
を
加
え
た
佐
田
一
行
は
、
明
治
三
年
正
月
二
六
日
、
島
原
藩
の
御
用
汽
船
温
泉
丸
で
長
崎
を
出
航
し
た
が
、
風
波
の
た
め
平
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
一
泊
し
た
後
、
同
月
二
八
日
対
馬
へ
到
着
、
さ
っ
そ
く
外
務
省
に
到
着
報
告
を
行
な
っ
た
。
佐
田
一
行
は
、
藩
知
事
宗
重
正
と
二
回
面
会
し
、

旧
来
の
こ
と
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
藩
の
来
歴
に
つ
き
傾
聴
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
暫
く
藩
の
地
形
、
経
済
状
況
、
歳
旦
船
、
歳
事
米
な
ど
に

つ
き
調
査
を
行
な
っ
た
。
や
が
て
、
和
船
虎
屋
丸
に
乗
り
込
み
、
出
帆
の
支
度
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
佐
田
一
行
に
向
け
て
弾
丸
一
発
が
放

た
さ
れ
た
。
幸
い
に
佐
田
は
無
事
だ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
出
発
は
遅
延
さ
れ
た
。
そ
の
間
（
鰐
浦
一
時
滞
在
中
）
、
長
州
人
粟
屋
多
助
と
い
う
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
が
朝
鮮
か
ら
帰
っ
て
潜
伏
中
と
の
こ
と
を
聞
ぎ
出
し
た
佐
田
は
、
森
山
・
斉
藤
を
し
て
会
わ
せ
朝
鮮
の
事
情
を
聞
く
よ
う
に
と
し
た
。
こ
の

粟
屋
多
助
と
い
う
も
の
は
、
明
治
二
年
六
月
木
戸
の
大
阪
滞
在
の
時
に
、
木
戸
と
朝
鮮
問
題
に
関
し
て
度
々
意
見
を
交
わ
し
た
後
、
吉
松
平
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

郎
と
と
も
に
朝
鮮
へ
渡
っ
て
か
ら
帰
国
し
、
同
三
年
三
月
二
二
日
半
で
、
木
戸
に
そ
の
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　
さ
て
、
対
馬
滞
在
を
終
え
て
、
二
月
九
日
厳
原
を
出
帆
、
同
月
二
二
日
釜
山
草
梁
世
世
に
着
い
た
佐
田
一
行
は
、
ど
う
い
う
行
動
を
見
せ
た

だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
佐
田
・
森
山
・
斉
藤
は
同
月
二
五
日
、
外
務
省
に
到
着
報
告
を
行
な
う
と
同
時
に
、
さ
っ
そ
く
番
館
守
、
樋
口
大
修
使
、
川
本
先
二
世
よ
り
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明
治
元
年
以
後
の
交
渉
経
過
を
聴
取
し
、
課
さ
れ
た
任
務
一
一
条
項
の
調
査
に
着
手
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
佐
田
・
森
山
・
斉
藤
は
、
倭
鞍
側
の

粘
り
強
い
斡
旋
で
、
外
務
省
出
仕
の
名
義
で
（
東
京
出
発
の
際
に
は
対
馬
人
を
仮
称
し
て
も
よ
い
と
報
わ
れ
て
い
た
）
非
公
式
に
朝
鮮
側
の
対
日
交
渉
担

当
者
の
安
訓
導
・
国
別
差
と
二
回
面
談
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
の
場
で
、
佐
田
が
「
日
本
近
来
蒸
気
船
六
十
二
艘
ヲ
繋
ギ
、
各
国
へ
航
海
ス
、
時

宜
ニ
ヨ
リ
貴
国
ノ
母
港
へ
着
シ
、
薪
水
等
ヲ
請
求
ス
ル
ア
ラ
バ
異
義
ナ
ク
之
ヲ
胎
リ
、
且
ツ
上
陸
ヲ
許
ス
ベ
シ
、
此
義
ハ
断
然
通
達
切
リ
ニ
致

ス
ナ
リ
」
と
言
う
と
、
安
訓
導
は
「
必
ズ
政
府
へ
達
シ
、
諸
方
ノ
港
へ
布
告
ス
ベ
シ
ト
云
、
豊
公
征
伐
後
ハ
、
日
本
漂
流
人
ノ
上
陸
ヲ
禁
ジ
、

其
船
ヨ
リ
直
二
和
館
へ
送
り
届
ル
ヨ
シ
」
と
答
え
た
と
い
う
。
ま
た
佐
田
が
日
本
の
書
契
に
返
事
し
な
い
理
由
を
聞
く
と
、
安
訓
導
ら
は
「
日

本
に
ハ
三
条
公
（
三
条
実
美
　
　
富
者
注
）
と
云
ふ
人
が
政
を
執
っ
て
居
ら
る
Σ
様
子
、
其
人
に
御
交
り
申
し
た
い
」
と
い
う
く
ら
い
で
、
政
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

交
際
を
嫌
う
様
子
で
政
府
の
書
契
に
返
事
す
る
と
の
事
を
言
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
要
は
非
公
式
で
は
あ
る
が
、
外
務
官
員
と
し
て
初
め
て
朝

鮮
側
と
面
談
に
漕
ぎ
付
け
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　
右
の
よ
う
に
「
王
政
復
古
」
の
報
知
書
契
の
返
事
を
促
し
た
が
、
朝
鮮
側
よ
り
明
言
を
避
け
ら
れ
た
佐
田
ら
は
、
倭
館
側
を
し
て
「
朝
鮮
ヨ

リ
書
簡
ヲ
受
込
マ
ザ
ル
所
以
ヲ
同
国
官
員
へ
黒
糖
ヲ
明
瞭
二
書
記
」
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
明
認
側
が
強
く
迫
っ
た
と
こ
ろ
、
三
月
一
」
日
、
東

莱
身
上
よ
り
一
通
と
、
訓
導
・
廿
里
二
人
よ
り
二
通
、
都
合
三
通
を
館
守
・
大
修
使
宛
に
送
っ
て
き
た
。
佐
田
は
、
そ
の
書
を
受
け
取
る
と
、

薦
田
挿
管
（
江
差
使
）
を
し
て
帰
朝
せ
し
め
、
対
馬
を
経
由
し
て
外
務
省
に
報
告
さ
せ
る
こ
と
に
決
め
た
後
、
残
務
を
森
山
・
斉
藤
に
一
任
し
、

翌
日
一
先
ず
薦
田
と
と
も
に
対
馬
へ
帰
国
し
た
。
佐
田
は
森
山
・
斉
藤
ら
の
帰
国
を
待
ち
な
が
ら
、
一
篇
の
建
白
書
を
作
成
し
た
後
、
同
月
下

旬
頃
、
共
に
長
崎
へ
引
返
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
佐
田
は
持
病
静
養
の
た
め
、
長
崎
に
暫
く
留
ま
る
こ
と
に
し
、
対
州
で
作
成
し
た
建
白
書
を
森

山
・
斉
藤
に
託
し
て
外
務
省
に
提
出
さ
せ
た
。
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②
調
査
団
の
報
告

さ
て
、
佐
田
調
査
団
の
途
中
経
過
は
こ
う
し
た
過
程
を
辿
る
が
、

は
た
し
て
佐
田
ら
は
ど
の
よ
う
な
報
告
を
行
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。



版籍奉還前後の朝鮮政策と外務省（佐田）調査団の朝鮮派遣（沈）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
佐
田
・
森
山
・
斉
藤
は
連
薯
の
う
え
、
四
月
九
日
以
後
、
長
文
の
調
査
報
告
書
の
「
朝
鮮
国
交
際
始
末
気
探
書
」
を
外
務
省
に
提
出
し
た
。

そ
の
内
容
を
簡
略
的
に
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
①
慶
長
元
和
以
来
、
朝
鮮
国
よ
り
信
使
来
日
し
て
「
藩
属
ノ
礼
」
を
執
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
髄
「
此
儀
両
国
同
等
ノ
礼
ヲ
執
ラ
ス
彼
ノ
ミ
信
使
差
越
来

　
　
　
候
起
原
曖
昧
確
証
ヲ
得
ス
」
、
宗
家
旧
記
の
和
順
の
復
書
に
よ
る
と
「
本
朝
一
一
藩
属
ノ
礼
ヲ
執
ラ
サ
ル
事
明
ラ
カ
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
、

　
　
　
②
対
州
よ
り
朝
鮮
へ
派
遣
す
る
使
者
の
礼
典
、
朝
鮮
よ
り
対
州
へ
派
遣
す
る
使
者
の
礼
典
に
つ
い
て
は
H
幕
府
代
替
・
宗
家
及
び
朝
鮮
国
の
吉
凶
の
時
、

　
　
　
宗
家
よ
り
礼
曹
参
判
宛
の
書
簡
・
お
土
産
を
用
意
、
対
馬
藩
の
執
政
及
び
重
臣
の
内
を
使
者
と
し
て
派
遣
す
る
、
朝
鮮
よ
り
は
幕
府
代
替
の
際
に
は
通
信

　
　
　
使
を
、
そ
の
他
の
吉
凶
・
宗
家
代
替
な
ど
に
は
任
宮
を
派
遣
し
て
く
る
、

　
　
　
③
朝
鮮
よ
り
「
勘
合
印
」
を
受
け
る
の
は
「
入
貢
」
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
一
こ
れ
は
朝
鮮
国
制
度
上
に
お
い
て
「
田
下
」
に
等
し
い
こ
と
の
み
な

　
　
　
ら
ず
歳
賜
米
（
朝
鮮
か
ら
宗
氏
代
々
年
々
米
五
拾
石
、
大
豆
五
拾
石
）
の
支
給
は
、
朝
鮮
国
へ
「
臣
事
」
を
と
る
証
左
で
あ
る
、

　
　
　
④
清
国
と
朝
鮮
間
の
宗
主
権
と
関
連
し
て
、
朝
鮮
の
国
政
運
営
に
お
い
て
独
自
の
判
断
や
決
定
権
の
所
在
に
つ
い
て
一
内
政
百
事
独
断
の
権
は
あ
り
、
外

　
　
　
国
に
関
連
す
る
事
件
に
対
し
て
も
自
裁
す
る
よ
う
だ
が
、
手
に
余
る
事
柄
に
対
し
て
は
北
京
に
告
知
し
、
特
命
を
受
け
て
い
る
の
み
な
ら
ず
清
白
の
礼
典

　
　
　
に
則
っ
て
対
馬
よ
り
の
使
者
を
取
り
扱
っ
て
い
る
、

　
　
　
⑤
「
皇
使
」
を
派
遣
す
る
際
、
軍
艦
を
首
都
近
海
へ
廻
す
こ
と
に
対
す
る
良
港
有
無
に
つ
い
て
1
1
迅
速
な
活
動
と
効
果
的
に
朝
鮮
政
府
を
せ
め
る
た
め
に

　
　
　
は
、
（
慶
応
二
年
朝
・
仏
戦
争
の
際
に
仏
軍
艦
停
泊
前
例
も
あ
り
）
首
都
近
辺
の
江
華
島
へ
碇
泊
す
る
の
が
　
番
で
あ
り
、
な
お
中
間
補
給
基
地
と
し
て

　
　
　
は
対
馬
の
芋
ケ
崎
が
適
当
で
あ
る
、

　
　
　
⑥
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
に
保
護
依
頼
の
可
否
と
国
境
紛
争
有
無
に
つ
い
て
1
1
朝
鮮
が
ロ
シ
ア
に
保
護
を
依
頼
し
た
よ
う
な
気
配
は
な
い
が
、
朝
・
露
間
の
国
境

　
　
　
紛
争
は
今
後
起
る
可
能
性
は
十
分
予
想
さ
れ
る
、

　
　
　
⑦
朝
鮮
の
海
陸
軍
の
武
備
．
器
械
の
精
粗
に
つ
い
て
器
朝
鮮
の
海
陸
軍
防
御
体
制
は
「
本
朝
ノ
古
流
」
に
類
し
た
る
も
の
で
、
武
器
の
質
は
劣
悪
で
あ
る
、

　
　
　
⑧
内
政
の
治
否
、
「
草
魚
記
聞
」
の
通
り
か
ど
う
か
に
つ
い
て
怪
大
院
君
及
び
文
官
百
宮
、
漸
次
暴
政
を
極
め
、
国
民
頗
る
怨
墜
の
書
体
に
み
え
、
就
中
、

　
　
　
賄
賂
・
誹
誘
・
一
揆
横
行
し
て
あ
た
か
も
国
情
紛
乱
の
よ
う
で
あ
る
、
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⑨
日
朝
貿
易
と
貨
幣
問
題
に
つ
い
て
一
将
来
自
由
貿
易
を
開
く
た
め
に
は
、
臼
本
に
お
い
て
の
各
国
貿
易
の
よ
う
に
釜
山
の
外
に
三
港
（
江
華
、
済
洲
島
、

義
州
）
・
二
黒
（
京
城
、
開
城
）
の
開
港
・
開
市
と
、
日
本
貨
幣
の
朝
鮮
へ
の
輸
出
が
必
須
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
、
こ
れ
は
朝
鮮
在
留
日
本
人
の
利
益

の
み
な
ら
ず
日
本
の
貿
易
拡
大
（
対
清
貿
易
の
中
継
基
地
と
ル
て
の
活
用
）
の
た
め
の
近
道
で
あ
る
、

⑩
歴
覧
船
存
廃
問
題
に
つ
い
て
1
1
朝
鮮
に
対
し
藩
臣
の
粍
を
取
る
に
近
い
か
ら
、
今
よ
り
「
朝
廷
御
交
際
貿
易
御
条
約
御
取
締
」
に
な
る
時
に
は
廃
止
す

る
の
が
至
当
で
あ
る
、

⑪
厳
原
藩
の
私
交
廃
止
に
よ
る
補
填
策
に
つ
い
て
1
1
歳
遣
船
の
廃
止
と
政
府
に
よ
る
対
朝
外
交
・
貿
易
一
元
化
が
進
む
に
つ
れ
、
厳
原
藩
の
今
ま
で
の
既

存
の
利
益
が
な
く
な
る
の
は
必
至
で
あ
る
、
突
然
廃
止
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
端
的
に
飢
渇
に
陥
り
、
今
後
「
皇
土
」
を
派
遣
し
て
私
交
の
謬
例
を
正
そ

う
と
す
る
時
点
で
、
ど
の
よ
う
な
挙
動
を
起
こ
す
か
計
り
か
ね
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
「
皇
使
」
派
遣
に
先
立
っ
て
引
き
続
き
財
政
補
助
策
を
立
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
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そ
の
他
に
草
梁
倭
館
以
外
の
日
本
人
の
朝
鮮
内
地
旅
行
不
可
、
竹
島
松
島
朝
鮮
附
属
始
末
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
佐
田
ら
は
厳
原
藩
で
の
情
報
収
集
、
そ
し
て
釜
山
現
地
で
の
聞
込
・
内
探
等
の
調
査
を
通
し
て
得
た
結
果
を
詳
細
に
報
告
し

た
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
特
に
注
目
を
集
め
る
の
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
対
朝
外
交
方
針
を
め
ぐ
っ
て
厳
原
藩
と
の

食
違
い
を
曝
け
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
厳
原
藩
の
周
旋
に
よ
り
通
信
使
を
招
聴
し
、
外
務
省
に
お
い
て
条
理
を
尽
く
し
厚
く
説
明
・
説

得
し
た
う
え
、
「
皇
使
」
を
派
遣
す
べ
き
だ
と
の
厳
原
藩
の
対
朝
鮮
外
交
方
針
に
対
し
て
、
朝
鮮
側
の
拒
絶
態
度
か
ら
み
て
、
「
信
使
」
を
促
し

て
も
応
じ
る
筈
も
な
い
の
み
な
ら
ず
藩
知
事
宗
重
正
が
直
接
渡
饗
し
て
も
交
渉
妥
結
の
見
通
し
は
見
え
て
こ
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
順
延
し
た

ま
ま
機
会
を
失
う
よ
り
は
却
っ
て
朝
鮮
側
の
決
答
、
後
日
の
必
証
と
し
て
一
応
書
面
を
取
り
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
ほ
う
が
最
も
で
あ
る
、
そ

の
点
は
倭
館
側
に
も
伝
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
東
莱
欝
欝
及
び
訓
導
・
器
差
か
ら
の
書
面
は
ほ
ど
な
く
厳
原
藩
よ
り
外
務
省
へ
提
出
さ
れ
る
だ

ろ
う
（
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
厳
原
藩
か
ら
の
提
出
は
遅
延
に
な
る
）
、
と
い
っ
て
、
厳
原
藩
の
対
朝
鮮
外
交
方
針
に
冷
た
い
姿
勢
を
表
し
た
の
で
あ

る
。
第
二
に
、
外
務
省
に
よ
る
早
朝
外
交
・
貿
易
の
一
元
化
を
円
滑
に
推
し
進
め
る
に
は
、
厳
原
藩
に
対
す
る
十
分
な
財
政
補
助
が
先
決
で
あ
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る
こ
と
を
再
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
朝
鮮
側
の
拒
否
姿
勢
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
少
な
く
と
も
清
国
と
ま
つ
わ
る
宗
主
権
の
問
題

が
現
存
す
る
と
み
な
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
で
外
務
省
の
対
朝
鮮
政
策
に
お
い
て
選
択
肢
の
一
つ
（
考
慮
事
項
）
に
な
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
第
四
に
、
武
力
に
よ
る
「
皇
使
」
派
遣
と
万
国
公
法
に
よ
る
日
朝
和
親
・
通
商
条
規
締
結
の
長
期
的
見
通
し
の
下
に
良
港
の
選

定
、
朝
鮮
国
情
・
軍
備
の
現
状
と
、
四
港
二
都
の
開
港
・
開
市
、
日
本
貨
幣
の
朝
鮮
内
流
通
な
ど
が
、
清
国
へ
の
隠
遊
の
貿
易
拡
大
の
た
め
の

中
継
基
地
と
し
て
の
利
用
側
面
か
ら
具
体
的
に
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
明
治
八
年
の
江
華
島
事
件
、
翌
年
の
江
華
島
条
約
（
日

朝
修
好
条
規
）
締
結
の
元
に
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
は
さ
む
余
地
も
な
い
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
点
で
佐
田
調
査
団
の
調
査
報
告
は
、
明
治
政
府

の
外
務
官
員
と
し
て
初
め
て
釜
山
現
地
に
入
り
精
密
に
調
査
し
、
お
ま
け
に
朝
鮮
側
の
役
人
と
初
め
て
非
公
式
接
触
し
た
と
い
う
意
味
合
い
に

と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
後
の
対
朝
外
交
・
貿
易
一
元
化
及
び
朝
鮮
政
策
展
開
上
に
お
い
て
根
幹
を
な
し
得
た
点
で
大
き
な
歴
史
的
意
味
が
あ

る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
他
方
四
月
一
五
日
外
務
省
は
、
佐
田
・
森
山
・
斉
藤
三
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
建
白
書
を
太
政
官
弁
官
へ
提
出
し
た
。
三
人
と
も
、
「
王
政
復
古
」

を
報
せ
る
書
契
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
受
理
拒
絶
は
「
皇
国
」
目
本
に
対
す
る
侮
辱
と
し
て
、
速
や
か
に
武
力
を
と
も
な
っ
た
「
皇
使
」
を
派
遣

し
て
、
そ
の
「
罪
」
を
問
う
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
佐
田
は
欧
米
列
強
に
先
立
っ
て
、
「
三
十
大
隊
」
を
兵
力
を
派

遣
し
て
朝
鮮
国
土
を
躁
胴
な
い
し
国
王
を
捕
虜
に
し
て
、
朝
鮮
を
蝦
夷
地
、
琉
球
、
満
清
、
呂
宋
と
同
様
に
「
皇
国
ノ
藩
屏
」
に
す
べ
き
、
と

の
最
も
強
硬
な
主
張
を
打
ち
出
し
て
い
た
。

　
③
調
査
団
派
遣
の
影
響

　
佐
田
調
査
団
が
外
務
省
に
提
出
し
た
報
告
書
と
建
白
書
の
大
略
は
、
こ
う
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
対
朝
鮮
政
策
の
樹
立
と
当

時
の
政
局
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　
四
月
中
帰
朝
し
た
三
人
に
対
し
、
そ
の
功
労
に
よ
る
も
の
か
佐
田
は
外
務
大
録
（
閨
一
〇
月
外
務
奏
任
出
仕
）
に
、
森
山
は
外
務
権
大
録
に
、
斉
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⑱

藤
は
外
務
少
録
に
そ
れ
ぞ
れ
昇
進
し
た
。
外
務
省
は
、
佐
田
調
査
団
の
提
出
し
た
先
述
の
建
白
書
を
「
余
り
書
生
論
二
塁
候
」
と
し
つ
つ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

基
本
的
に
調
査
報
告
書
と
彼
ら
の
見
込
に
基
づ
い
て
「
花
器
政
策
三
箇
条
」
の
伺
書
を
作
成
、
太
政
官
弁
官
へ
提
繊
し
た
。
伺
書
は
、
太
政
官

へ
伺
う
理
由
を
表
す
序
文
と
三
つ
の
見
込
案
の
本
文
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
序
文
で
は
、
日
本
の
「
王
政
復
古
」
を
通
告
す
る
書
契
に
対
し
、

「
皇
」
・
「
勅
」
の
字
句
な
ど
、
こ
れ
ま
で
幕
府
文
書
（
書
契
）
に
見
え
な
い
こ
と
を
理
由
に
「
喋
々
議
論
」
を
起
し
、
三
年
立
っ
た
今
に
な
っ
て

も
受
理
し
な
い
こ
と
は
「
不
敬
至
極
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
体
を
辱
し
め
る
こ
と
で
戦
端
を
開
く
べ
き
十
分
の
理
由
だ
と
し
て
、
そ
の

用
意
に
踏
み
切
る
べ
き
だ
と
唱
え
る
も
の
も
い
る
が
、
「
未
だ
勅
使
を
被
差
遣
候
と
申
訳
に
も
無
之
」
、
従
来
宗
家
の
私
交
に
任
せ
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
点
だ
け
を
挙
げ
て
戦
端
を
開
く
訳
に
は
い
か
な
い
、
即
ち
、
朝
鮮
側
の
書
契
拒
絶
は
無
礼
（
侮
辱
）
に
値
す
る
が
、
現
実
上
、
開

戦
の
大
儀
名
分
上
と
し
て
は
足
り
な
い
、
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
面
文
で
は
、
①
朝
鮮
か
ら
の
書
契
拒
絶
を
機
に
、
「
朝
鮮
（
と
）
の
交
際
を
廃
止
し
、
対
州
の
私
交
を
も
為
相
鎖
、
両
国
の
間
音
問
を
絶

し
、
倭
館
の
人
数
為
引
払
」
し
て
、
国
力
充
実
す
る
ま
で
の
間
は
捨
て
置
く
こ
と
、
②
兼
て
（
明
治
二
年
＝
万
三
日
一
筆
者
注
）
等
差
の
命
を

受
け
て
い
る
木
戸
を
正
使
に
、
厳
原
藩
知
事
を
副
使
に
任
命
し
、
そ
の
他
外
務
省
官
員
四
五
名
に
職
務
を
分
課
し
、
官
員
・
兵
隊
を
肥
前
肥
後

両
藩
の
堅
牢
の
軍
艦
二
艘
に
乗
組
の
う
え
、
朝
鮮
に
渡
航
さ
せ
、
「
御
一
新
の
報
知
言
論
の
廉
論
破
井
開
港
開
市
、
両
国
往
来
自
由
の
条
約
を

興
候
義
、
懸
け
合
資
様
」
皇
使
を
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
③
朝
鮮
は
支
那
に
服
従
し
、
そ
の
正
朔
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
ま
ず

「
皇
使
」
を
支
那
へ
派
遣
し
て
「
通
信
条
約
」
な
ど
の
手
順
を
整
え
た
後
、
そ
の
帰
途
に
朝
鮮
の
王
京
に
迫
り
「
皇
国
、
支
那
と
比
肩
同
等
の

格
に
相
舅
り
卓
上
は
、
朝
鮮
は
無
論
に
一
等
を
下
し
候
礼
典
を
用
候
て
…
…
万
一
墨
壷
伏
の
筋
も
候
は
＼
、
和
戦
の
論
に
及
候
と
も
、
遠
き
清

国
と
通
信
相
整
候
上
は
、
壬
辰
の
役
、
明
軍
朝
鮮
を
援
候
様
の
事
」
は
容
易
に
行
な
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
①

は
い
わ
ゆ
る
国
交
一
審
断
絶
案
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
朝
鮮
が
ロ
シ
ア
に
傾
斜
す
る
こ
と
を
「
空
手
傍
観
」
し
て
し
ま
う
懸
念
の
あ
る
こ
と
と
、

国
交
断
絶
に
よ
り
願
い
通
り
「
宗
家
私
交
」
は
自
然
消
滅
の
形
に
な
る
が
、
そ
の
代
わ
り
対
馬
に
対
し
て
莫
大
の
財
政
補
助
が
要
望
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
当
時
の
財
政
事
情
上
か
ら
も
実
現
し
難
い
選
択
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
②
は
、
兼
て
か
ら
外
務
省
の
考
え
て
き
た
対
朝
鮮
政
策
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案
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
凡
そ
拾
万
両
の
費
用
が
か
か
る
う
え
、
「
軍
艦
兵
威
」
で
朝
鮮
側
に
迫
っ
て
も
成
功
の
成
否
は
期
し
難
い
の
み
な

ら
ず
全
面
戦
争
へ
の
発
展
の
可
能
性
も
排
除
し
え
な
い
案
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
財
政
事
情
上
、
時
期
上
、
遷
す
ぐ
実
行
に
移
し
難

い
案
で
、
外
務
省
は
暫
く
「
尊
墨
」
派
遣
の
準
備
過
程
の
一
環
と
し
て
の
再
探
索
と
予
備
交
渉
の
た
め
の
外
務
省
宮
員
の
朝
鮮
派
遣
、
と
い
う

政
策
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
③
は
、
　
い
わ
ゆ
る
門
遠
く
和
し
て
近
く
早
る
の
理
」
で
、
「
支
那
通
信
」
は
「
朝
鮮
交
際
」
よ
り

は
急
務
と
も
言
え
な
い
が
、
「
朝
鮮
御
古
撫
の
趣
意
」
よ
り
い
え
ぱ
最
も
託
す
る
べ
き
手
順
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
似
し
③
も
朝
鮮
側
の
拒
絶
次
第

に
よ
っ
て
は
武
力
行
使
が
想
定
さ
れ
て
い
た
）
。

　
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
繰
り
返
す
話
だ
が
基
本
的
に
佐
田
調
査
団
の
帰
国
報
告
書
な
ど
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
、
か
か
る
対
朝
鮮

外
交
の
基
本
政
策
に
関
す
る
三
つ
の
案
を
本
省
内
部
で
誰
が
中
心
に
な
っ
て
入
案
し
、
か
つ
本
省
で
は
ど
の
案
に
傾
い
て
い
た
の
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
推
測
す
る
に
、
私
は
や
は
り
外
務
省
の
首
脳
の
寺
島
外
務
大
輔
が
中
心
に
な
っ
て
作
成
し
、
沢
外
務
卿
の
内
諾
を
得
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

文
脈
か
ら
も
分
る
よ
う
に
彼
ら
は
③
案
を
重
視
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
外
務
省
の
意
中
を
察
し
て
、
後
に
太
政
官
が
③
案
を
選
択

し
て
い
く
背
後
に
は
、
次
の
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
①
案
を
選
択
し
た
場
合
、
欧
米
列
強
の
朝
鮮
進
出
を
傍
観
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
一
方
、
他
方
、
逆
に
欧
米
列
強
か
ら
の
詰
問
（
日
朝
国
交
再
調
整
問
題
の
膠
着
状
態
に
関
し
て
）
に
よ
り
「
皇
国
日
本
」
の
体
面
を

損
な
う
恐
れ
の
存
在
を
懸
念
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
。
二
つ
に
は
、
②
案
の
場
合
は
、
一
応
国
内
統
一
戦
争
が
一
段
落
付
け
ら
れ
、
こ
れ

か
ら
中
央
集
権
化
を
本
格
的
に
目
指
そ
う
と
す
る
明
治
政
府
に
と
り
対
外
戦
争
は
避
け
る
べ
き
こ
と
を
認
識
（
逆
に
そ
れ
を
利
用
し
て
中
央
集
権
化

を
図
ろ
う
と
す
る
向
き
は
残
し
て
い
た
）
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
両
案
と
も
莫
大
な
財
政
支
出
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
で
、

基
盤
の
弱
い
当
時
の
国
内
財
政
事
情
か
ら
み
て
時
期
上
尚
早
の
案
で
あ
っ
て
、
外
務
省
首
脳
・
太
政
官
は
そ
れ
を
勘
案
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

う
い
う
点
で
③
案
は
、
政
府
に
と
り
第
一
に
経
済
的
な
負
担
を
少
な
く
さ
せ
る
し
、
な
お
以
蘭
か
ら
徐
女
に
要
請
さ
れ
て
き
た
対
清
（
修
好
通

　
　
　
⑪

商
）
交
渉
を
成
し
遂
げ
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
り
朝
鮮
を
一
等
格
下
げ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
対
朝
鮮
外
交
交
渉
を
有

利
に
進
め
る
一
挙
両
得
の
政
策
に
な
る
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
に
違
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
結
果
的
に
明
治
政
府
が
③
案
を
選
ん
で
い
く
形
に
な
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る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
①
案
な
い
し
②
案
が
無
用
の
長
物
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
つ
の
案
は
、

少
な
く
と
も
明
治
九
年
の
江
華
島
条
約
（
日
朝
修
好
条
規
）
締
結
ま
で
の
日
本
の
対
朝
鮮
政
策
展
開
上
に
お
い
て
順
序
を
逐
っ
て
推
進
さ
れ
て
い

っ
た
点
に
特
に
注
目
し
た
い
。
要
は
、
佐
田
調
査
団
の
帰
国
報
告
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
そ
の
土
台
を
構
築
し
た
点
で
大
き
な
歴
史
的
意
味

　
　
　
　
　
　
　
⑫

合
い
が
あ
る
と
思
う
。

　
さ
て
、
外
務
省
は
五
月
、
朝
鮮
側
か
ら
渡
さ
れ
た
書
簡
が
厳
原
藩
よ
り
到
着
次
第
、
「
天
使
降
否
」
の
方
針
を
決
定
し
、
そ
の
た
め
の
霊
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

索
か
予
備
交
渉
を
目
的
に
し
た
略
式
使
節
団
を
派
遣
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
四
月
申
東
京
に
到
着
し
た
佐
田
は
、
同
月
中
旬
頃
ま
で

に
は
外
務
省
へ
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
筈
の
書
類
が
未
到
着
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
、
五
月
＝
一
日
以
前
、
佐
田
・
森
山
・
斉
藤
三
人
連
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
、
厳
原
藩
の
職
務
怠
慢
を
厳
し
く
批
判
す
る
一
書
（
「
雀
中
伺
」
）
を
本
省
に
提
出
し
た
。
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朝
鮮
國
東
莱
府
使
ヨ
リ
厳
原
藩
使
へ
宛
候
書
簡
及
塞
外
ト
モ
枢
要
ノ
書
類
、
早
々
政
府
へ
可
為
差
出
旨
、
同
藩
へ
相
擁
候
一
一
付
テ
ハ
、
拙
者
共
同
地
出
帆

前
夜
ニ
モ
、
右
手
翰
ヲ
欝
シ
候
モ
ノ
同
地
出
浮
イ
タ
シ
候
趣
ニ
テ
、
拙
者
共
ヨ
リ
当
地
先
着
ノ
儀
ト
相
心
得
居
候
処
、
今
日
二
至
リ
イ
マ
タ
青
藍
不
仕
、

最
早
四
十
日
ノ
光
陰
ヲ
潰
シ
、
此
上
遷
延
候
テ
ハ
、
実
二
政
府
へ
対
シ
甚
不
相
済
儀
ト
奉
存
候
、
且
拙
者
共
ヨ
リ
相
達
候
儀
ヲ
軽
蔑
イ
タ
シ
相
イ
ツ
ワ
リ

候
儀
力
、
急
度
其
節
ヲ
正
シ
候
テ
モ
可
然
ト
存
候
、
付
テ
幽
栖
遅
延
ノ
情
状
且
為
催
促
至
急
対
州
表
へ
官
員
一
名
御
悩
下
シ
相
成
候
厳
器
遊
度
、
無
左
テ

ハ
以
来
右
心
際
御
用
多
二
相
成
候
テ
モ
、
此
瀬
習
二
慣
レ
火
事
ヲ
引
出
可
申
哉
ト
、
深
々
掛
無
憂
間
、
厳
シ
ク
御
促
シ
相
成
金
猜
ノ
胆
ヲ
ヒ
シ
キ
候
様
イ

タ
シ
度
存
候
、
併
シ
態
々
官
員
御
差
下
シ
ニ
モ
不
及
儀
ニ
モ
候
ハ
・
、
何
卒
岡
藩
知
事
へ
宛
書
付
ヲ
以
厳
敷
御
達
相
成
員
様
、
無
駄
テ
ハ
拙
者
共
二
於
テ

モ
甚
不
安
奉
存
候
間
、
宜
ク
御
衆
評
早
々
御
決
議
可
被
下
候
以
上

　
　
午
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
田
白
茅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
山
　
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
栄

こ
こ
で
は
佐
田
ら
が
、
厳
原
藩
側
の
書
類
遅
延
に
対
し
深
い
不
信
を
表
し
た
う
え
、
き
び
し
く
追
及
す
る
必
要
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
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が
読
み
取
れ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
た
外
務
卿
沢
宣
嘉
、
外
務
大
輔
寺
島
宗
則
、
外
務
皇
尊
丞
宮
本
小
一
は
、
厳
原
藩
知
事
宛
の
「
厳
督
ノ
書
付
」
を
同
藩
の
使
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
通
し
て
送
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
外
務
省
は
、
厳
原
藩
知
事
に
対
し
、
朝
鮮
側
か
ら
の
書
類
「
去
ル
四
月
中
旬
迄
二
は
、
其
藩
ヨ
リ
当
省
へ

差
出
可
申
旨
、
壁
心
官
員
佐
田
白
茅
外
両
人
、
其
事
出
張
中
山
ク
及
約
言
候
由
ノ
処
、
其
書
類
今
以
相
聞
不
田
虫
、
如
何
ノ
儀
二
候
」
と
厳
し

く
正
し
た
う
え
、
「
朝
鮮
交
際
二
付
テ
ハ
、
至
急
御
倉
議
ノ
筋
」
も
あ
り
、
「
万
一
於
其
藩
留
置
善
様
ノ
儀
有
之
候
テ
ハ
、
自
然
機
会
ヲ
失
ヒ
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

家
ノ
栄
辱
ニ
モ
致
関
係
恩
間
、
早
々
可
差
贈
候
」
と
、
至
急
送
達
命
令
を
達
し
た
。
こ
の
命
令
を
受
け
た
厳
原
藩
公
用
人
小
田
忠
三
郎
は
五
月

一
二
日
、
外
務
省
に
対
し
、
「
藩
邸
詰
合
ノ
内
、
壱
人
急
劇
蒸
気
飛
脚
船
ヨ
リ
長
崎
表
便
宜
次
第
差
立
、
急
便
ノ
道
取
計
可
申
…
…
来
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

頃
挙
試
認
可
仕
」
と
、
回
答
し
た
。
や
が
て
厳
原
藩
使
者
沢
田
半
二
は
六
月
一
日
東
京
に
着
い
た
後
、
翌
日
の
二
日
、
外
務
省
を
訪
れ
、
森
山

権
大
録
に
朝
鮮
側
の
書
類
と
宗
知
濡
事
の
口
述
書
（
四
月
四
日
付
）
を
提
出
し
た
。
厳
原
藩
公
用
人
小
田
忠
三
郎
も
同
β
、
朝
鮮
書
類
送
達
の
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

延
に
つ
き
弁
明
書
（
「
単
簡
延
着
之
届
書
」
）
を
外
務
省
へ
提
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
外
務
省
は
同
日
、
厳
原
藩
側
よ
り
朝
鮮
書
類
と
弁
明
書
を
受
け
取
る
と
、
太
政
官
弁
官
へ
次
の
よ
う
な
上
申
書
を
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
朝
鮮
国
東
莱
府
選
挙
訓
導
別
差
ト
申
者
ヨ
リ
差
出
シ
居
候
難
問
ノ
単
簡
三
通
」
は
、
「
迅
速
厳
原
藩
ヨ
リ
別
使
ヲ
以
差
出
シ
可
塑
旨
、
去
ル

三
月
下
旬
、
同
所
出
張
ノ
者
共
（
佐
田
ら
1
筆
者
注
）
ヨ
リ
固
ク
隠
約
定
置
候
ヨ
シ
」
の
と
こ
ろ
、
「
元
来
至
急
御
用
辺
ト
ハ
篤
ト
雷
撃
、
遷
延

日
ヲ
重
ネ
候
二
付
、
甚
以
不
相
済
儀
」
と
判
断
、
同
藩
公
用
人
を
呼
び
出
し
、
再
三
再
四
懇
切
に
説
諭
・
催
促
し
た
が
何
分
因
循
の
答
え
の
み

で
、
し
か
し
「
望
薄
丁
霊
」
に
な
れ
ば
「
大
機
会
」
を
失
い
か
ね
な
い
の
で
、
同
罪
知
事
宛
の
達
書
を
下
し
た
結
果
、
よ
う
や
く
厳
原
藩
よ
り

単
簡
三
通
と
知
細
事
の
口
述
書
を
届
け
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
そ
の
間
の
外
務
省
の
対
応
ぶ
り
を
説
明
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
「
是
ニ
チ

ハ
既
已
二
六
十
余
ノ
日
数
何
等
ノ
為
二
途
中
遅
延
致
居
候
哉
ノ
旨
、
段
々
督
問
二
及
ヒ
候
処
、
別
紙
届
書
ノ
通
り
病
痢
二
托
シ
有
之
三
農
共
、

健
羨
不
明
暖
昧
ノ
儀
耳
有
之
」
と
、
厳
原
藩
の
対
応
に
つ
き
深
い
不
信
の
念
を
表
し
た
。
そ
の
う
え
、
「
朝
鮮
御
用
ノ
儀
」
は
「
国
家
ノ
栄
辱
」

に
関
わ
る
こ
と
で
「
至
大
ノ
事
務
、
軽
易
等
閑
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
不
雷
撃
儀
」
こ
と
な
の
に
「
事
ヲ
左
右
ニ
ヨ
セ
是
ク
疎
漏
ノ
取
扱
振
ハ
全
ク
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大
事
ヲ
大
事
ト
セ
ス
、
判
然
　
政
府
ヲ
蔑
視
セ
ル
姿
」
に
も
当
り
、
よ
っ
て
実
に
そ
の
罪
を
厳
し
く
間
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
打
ち
出
し

て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
外
務
省
の
厳
原
藩
に
対
す
る
不
信
感
は
極
度
に
達
し
、
そ
の
結
果
太
政
官
に
「
順
延
疎
忽
ノ
罪
」
を
求
め
る
こ

と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
外
務
省
の
上
申
に
対
し
、
太
政
官
か
ら
厳
原
藩
側
に
何
ら
か
の
謎
斥
が
あ
っ
た
た
め
か
、
厳
原
藩
公
用
人
小
田
忠
三
郎
は
同
月
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

日
、
外
務
省
に
「
公
用
人
演
舌
振
不
束
二
付
断
書
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
申
で
、
特
に
注
目
を
集
め
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
打
ち
明
け

た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
厳
原
藩
の
対
政
府
交
渉
担
訳
者
の
大
島
が
九
州
の
支
配
地
田
代
に
滞
在
し
た
関
係
で
、
朝
鮮
か
ら
帰
費
し
た
薦

田
補
記
（
副
差
使
）
が
宗
藩
知
事
の
命
令
で
大
島
に
報
告
・
協
議
し
に
行
き
、
そ
こ
で
大
島
と
共
に
木
戸
孝
允
（
聾
心
騒
動
を
処
理
す
る
た
め
帰
郷
中
）

に
打
ち
合
せ
、
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
指
揮
を
仰
い
だ
点
に
つ
き
「
支
配
地
田
代
ヨ
リ
木
戸
従
三
位
殿
へ
打
合
二
及
候
趣
二
申
違
、
畢
外
弁
解
方

不
束
ヨ
リ
段
女
御
手
入
」
と
謝
罪
し
た
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
厳
原
藩
知
事
は
六
月
一
五
日
、
村
誠
一
郎
を
通
し
て
朝
鮮
の
「
書
面
差
上
方
遅

延
ノ
儀
」
に
つ
き
、
「
段
た
御
手
数
ヲ
掛
、
御
不
都
合
ノ
趣
不
堪
恐
催
奉
存
候
何
分
宜
御
包
容
被
下
網
」
と
、
正
式
に
お
詫
び
の
一
札
（
五
月
晦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

日
付
）
を
外
務
省
に
差
し
出
し
た
。
よ
っ
て
、
朝
鮮
書
類
留
置
一
件
は
表
向
き
で
は
一
段
落
し
た
形
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ま
す

ま
す
対
朝
外
交
・
貿
易
の
＝
兀
化
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
明
治
政
府
（
外
務
省
）
に
対
し
て
、
極
度
の
不
安
を
感
じ
取
っ
て
い
た
厳
原
判
型
が
、

幕
末
期
よ
り
厳
原
藩
に
つ
い
て
一
定
の
理
解
な
い
し
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
木
戸
に
、
明
治
元
年
早
々
よ
り
引
き
続
き
緊
密
な
協
調
関
係
を

保
ち
な
が
ら
、
彼
を
十
分
利
用
し
て
厳
原
藩
の
思
惑
通
り
の
対
朝
鮮
政
策
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
こ
の
一
件
を
通
し
て
改
め
て
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
こ
と
は
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。
要
す
る
に
、
こ
の
朝
鮮
書
類
留
置
一
件
は
、
対
朝
外
交
・
貿
易
関
係
の
主
導
権
を

め
ぐ
る
外
務
省
と
厳
原
藩
の
問
の
初
期
の
確
執
の
申
し
子
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
早
朝
外
交
・
貿
易
方
針
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
外
務
省
と
厳
原
藩
と
の
確
執
が
ま
す
ま
す
熾
烈
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
厳
原
藩
の
大
島
は
、
三

月
二
一
日
、
木
戸
に
会
う
た
め
萩
に
入
り
、
同
月
二
三
・
二
四
日
、
木
戸
に
厳
・
朝
交
渉
の
経
過
を
説
明
し
今
後
の
朝
鮮
対
策
を
協
議
し
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

え
、
ま
ず
清
国
と
の
通
交
条
規
締
結
交
渉
の
推
移
を
見
届
け
た
後
に
朝
鮮
交
渉
妥
結
に
移
行
す
る
と
の
対
朝
鮮
外
交
戦
略
の
認
識
に
一
致
し
、

88　（906）
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そ
の
方
向
へ
向
け
て
木
戸
は
六
月
二
日
、
東
京
入
り
し
て
、
同
月
一
〇
日
、
参
議
に
就
任
し
た
。
こ
う
し
た
過
程
に
基
づ
い
て
大
島
は
四
月
、

外
務
省
の
対
朝
鮮
外
交
方
針
が
正
式
に
決
ま
ら
な
い
う
ち
に
（
佐
田
調
査
団
の
帰
国
報
告
と
朝
鮮
か
ら
の
書
類
が
到
着
す
れ
ば
何
ら
か
の
政
府
決
定
が
出

さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
見
越
し
て
い
た
）
、
先
手
を
打
ち
、
対
馬
へ
帰
藩
中
だ
っ
た
浦
遺
髪
助
（
倭
館
付
通
詞
）
に
、
先
世
修
使
書
契
の
改
撰
と
後
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

等
対
論
な
ど
を
骨
子
と
す
る
八
大
事
項
の
任
務
を
課
し
て
、
彼
を
再
び
渡
韓
さ
せ
厳
・
朝
交
渉
の
打
開
を
計
ろ
う
と
し
た
。
要
す
る
に
、
こ
れ

は
外
務
省
の
正
式
命
令
系
統
を
踏
ま
な
い
ま
ま
で
の
厳
原
藩
に
よ
る
ひ
と
り
歩
き
の
行
動
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
佐
田
調
査

団
の
朝
鮮
派
遣
か
ら
始
ま
っ
た
外
務
省
に
よ
る
対
質
外
交
・
貿
易
一
元
化
へ
の
動
き
出
し
に
対
す
る
警
戒
と
不
信
、
他
方
、
同
調
査
団
の
帰
国

報
告
・
朝
鮮
書
類
提
出
に
よ
っ
て
も
っ
と
明
さ
ま
に
な
る
筈
で
あ
る
行
き
詰
ま
り
状
態
の
厳
・
朝
交
渉
に
対
す
る
政
癒
か
ら
の
謎
責
を
恐
れ
、

何
ら
か
の
形
に
で
も
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
厳
原
藩
の
対
朝
鮮
外
交
打
開
策
へ

の
転
換
の
端
緒
は
、
既
述
の
よ
う
に
明
治
二
年
三
月
三
日
厳
・
朝
交
渉
中
大
朝
使
書
契
の
改
撰
の
用
意
を
示
唆
し
て
い
た
こ
と
と
、
同
年
六
月

大
島
の
帰
国
報
告
書
中
か
ら
探
し
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
先
述
の
よ
う
に
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
朝
鮮
書
類
留
置
一
件
を
め
ぐ
る
外
務
省
と
厳
原
藩
と
の
確
執
が
表
面
上
一
段
落
し
た
後
、

佐
田
・
森
山
・
斉
藤
は
六
月
中
、
外
務
省
へ
建
白
書
を
提
出
、
天
津
事
件
の
隙
間
を
利
用
し
て
の
武
力
「
世
一
」
朝
鮮
派
遣
論
を
再
び
打
ち
出

し
た
。
太
政
官
は
六
月
二
九
日
、
天
津
事
件
を
理
由
に
清
国
行
を
た
め
ら
う
木
戸
の
代
わ
り
に
柳
原
前
光
（
外
務
権
大
丞
）
を
正
使
と
し
、
予
備

交
渉
を
目
的
と
す
る
小
使
節
団
の
清
国
へ
の
渡
航
を
命
じ
た
。
外
務
省
は
七
月
三
田
・
二
五
日
、
二
度
に
わ
た
っ
て
皇
使
派
遣
の
準
備
の
た
め

外
務
官
員
を
再
渡
韓
さ
れ
た
い
旨
の
上
申
書
を
太
政
官
弁
官
へ
提
出
、
そ
の
許
可
を
得
、
九
月
一
八
目
に
至
り
、
吉
岡
弘
毅
（
外
務
権
少
丞
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

森
山
茂
、
広
津
弘
信
等
を
朝
鮮
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
他
方
中
央
政
局
で
は
、
佐
田
調
査
団
の
帰
国
報
告
を
機
に
、
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
就
中
、
木
戸
（
参
議
）
は
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

月
二
六
瞬
、
「
皇
使
」
派
遣
を
骨
子
と
す
る
対
朝
鮮
意
見
書
を
三
条
実
美
（
太
政
大
臣
）
に
提
出
し
、
ま
た
七
月
に
至
っ
て
は
、
清
国
行
を
間
近

に
し
て
い
た
柳
原
が
岩
倉
具
視
（
大
納
言
）
に
「
朝
鮮
論
稿
」
を
提
出
、
対
朝
鮮
政
策
論
を
展
開
し
た
り
も
し
た
。
そ
の
他
に
注
目
を
集
め
る
の
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勘

は
同
月
、
北
山
藤
三
郎
（
松
代
藩
士
）
と
い
う
も
の
が
「
朝
鮮
簾
の
答
書
」
を
衆
議
院
へ
提
出
、
衆
議
院
か
ら
外
務
省
に
「
朝
鮮
国
の
答
書
」
の

真
偽
確
認
を
求
め
た
り
も
し
た
。
ま
た
九
月
に
至
っ
て
は
、
既
述
の
粟
屋
多
助
（
山
口
藩
士
）
が
、
日
朝
外
交
・
貿
易
関
係
を
述
べ
た
「
探
索
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

込
覚
」
を
外
務
省
に
提
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
佐
田
調
査
団
の
復
命
は
、
外
務
省
と
厳
原
藩
の
対
立
の
次
元
を
離
れ
朝
野
に
朝
鮮
問
題
（
征
韓
論
）
に
対
す
る
注
目

度
を
増
加
さ
せ
る
ほ
ど
、
そ
の
波
及
効
果
は
大
き
か
っ
た
し
、
以
後
の
対
朝
鮮
政
策
の
樹
立
と
そ
の
展
開
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え

よ
う
。＠＠＠

言
い
換
え
れ
ば
、
以
後
の
明
治
政
府
の
朝
鮮
政
策
は

陶
始
末
』
一
、
『
外
交
』
二
の
五
二
二
。

『
事
務
』
一
瓢
、
『
外
轟
父
』
二
の
五
二
二
。

『
事
務
隔
三
、
『
始
末
』
一
、
『
外
交
』

二
の
五
三
九
。
『
始
末
』
｝
、

「
対
鮮
政
策
三
箇
条
」

『
外
交
』

　
二
の
五
四
三
9

④
は
じ
め
に
注
①
国
保
橋
著
襟
、
一
九
七
頁
。

⑤
『
事
務
』
三
。

⑥
　
同
右
。

⑦
同
右
。
一
二
月
一
五
日
、
静
岡
藩
が
朝
鮮
関
係
書
籍
を
外
務
省
に
提
出
し
た
時

　
に
は
、
す
で
に
佐
田
調
査
団
は
東
京
を
出
髭
（
一
二
月
六
葉
）
し
て
い
た
。

⑧
　
『
事
務
』
四
。

⑨
　
「
征
韓
論
の
旧
夢
談
」
、
三
九
頁
に
よ
る
と
、
貿
易
の
取
調
も
あ
る
か
ら
一
人

　
の
商
人
を
同
行
さ
せ
る
積
り
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
取
り
止
め
に
し
て
、
そ
の
代
わ

　
り
商
業
に
造
詣
が
あ
る
斉
藤
栄
を
同
伴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

⑲
『
事
務
』
三
。
．

⑪
　
同
右
。

⑫
　
同
右
。

⑬
　
聞
同
右
、
『
日
外
交
』
二
の
六
ゴ
一
〇
。

⑭
『
事
務
』
三
。
．

　
　
　
に
則
り
順
序
を
逐
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

⑮
　
岡
右
。

⑯
　
同
右
。

⑰
　
同
右
。

⑱
　
岡
右
。

⑲
　
伺
右
。

⑳
　
同
右
。

⑳
　
同
右
。

⑳
同
右
、
『
渡
韓
』
。
『
外
交
』
こ
の
五
七
四
に
も
載
せ
て
い
る
が
、
『
事
務
』
と
は

　
少
々
字
句
上
の
差
が
あ
る
。
今
ま
で
こ
の
史
料
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
誰
も
注
目

　
し
て
こ
な
か
っ
た
。

⑳
『
渡
韓
』
、
『
外
交
』
二
の
五
七
四
注
。

⑭
　
前
掲
注
⑨
、
三
九
頁
。

㊧
　
　
『
事
務
』
三
。
刺
鮮
事
務
掛
に
関
し
て
『
外
交
』
四
の
一
七
六
注
で
は
〔
朝
鮮

　
嘉
務
ハ
外
務
省
【
中
ノ
覇
鮮
蕪
務
掛
ヲ
指
ス
モ
ノ
ト
靭
ゆ
メ
ラ
ル
ル
モ
川
石
掛
ハ
「
外
務

　
省
沿
革
類
従
」
拉
二
記
録
中
ノ
明
治
四
年
八
月
制
定
ト
考
ヘ
ラ
ル
ル
「
諸
窮
事
務

　
章
・
程
」
二
何
等
規
定
ナ
キ
ヲ
以
テ
今
後
斯
ル
場
合
二
於
テ
ハ
見
嵩
二
単
二
外
務
雀

　
ト
記
載
〕
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
何
時
、
何
の
目
的
で
設
置
さ
れ
、
ど

　
の
よ
う
な
名
称
変
化
を
経
て
き
た
機
構
か
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
朝
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鮮
行
掛
は
時
期
に
よ
り
名
称
が
変
化
（
朝
鮮
行
掛
↓
朝
鮮
御
用
掛
↓
朝
鮮
事
務
掛

　
（
課
）
↓
韓
国
往
復
掛
）
し
て
い
く
し
、
な
お
人
事
の
入
れ
替
え
も
行
な
わ
れ
て

　
い
る
。

　
　
要
は
、
明
治
初
年
に
お
け
る
明
治
政
府
（
外
務
省
）
か
ら
の
一
連
の
朝
鮮
派
遣

　
団
（
佐
田
調
査
団
・
吉
岡
使
節
団
な
ど
）
と
の
業
務
連
絡
及
び
外
務
省
内
部
で
の

　
朝
鮮
政
策
入
案
作
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。

⑳
同
右
、
『
外
交
』
二
の
六
三
四
。

⑳
　
　
『
事
務
』
三
。

⑱
同
右
、
『
外
交
』
二
の
六
二
九
・
六
六
入
。

⑳
前
掲
注
⑨
と
同
じ
。

⑳
　
　
『
購
務
』
四
、
『
外
交
晦
三
の
八
四
。

⑳
　
前
掲
注
⑨
、
四
一
～
四
三
頁
。

⑫
　
妻
木
忠
太
『
松
菊
木
戸
公
伝
』
下
、
一
二
八
九
頁
（
明
治
書
院
、
一
九
二
七
年
）
。

⑳
　

『
事
務
』
四
、
『
外
交
』
三
の
八
五
。

⑧
佐
田
白
茅
『
朝
鮮
聞
見
録
』
上
、
四
～
五
頁
（
玉
山
堂
発
見
、
一
八
七
五
年
）
。

　
「
佐
田
白
茅
君
朝
鮮
国
交
際
事
件
実
歴
附
二
十
四
話
」
、
九
～
一
〇
頁
（
『
史
談
会

　
速
記
録
』
合
本
二
四
、
原
書
房
、
一
九
七
三
年
復
刻
）
。
前
掲
注
⑨
、
四
三
頁
。

⑮
　
同
右
、
五
～
七
頁
。
同
論
、
一
〇
～
一
二
頁
。
前
掲
注
⑨
、
四
六
頁
。

⑳
　
　
『
事
務
』
四
、
『
外
交
』
三
の
八
七
。

⑳
　
『
事
務
』
四
、
『
渡
韓
』
、
『
外
交
』
三
の
八
八
附
属
雷
一
・
二
・
三
。

　
　
三
上
昭
美
「
（
史
料
紹
介
）
明
治
四
年
外
務
省
職
員
履
歴
書
（
1
）
」
　
（
中
央
大

　
学
文
学
部
『
紀
要
』
一
五
〇
号
、
一
九
九
三
年
）
、
一
一
八
・
＝
二
七
頁
。

㊥
　
『
渡
韓
』
、
『
外
交
』
三
の
八
九
。

⑳
外
務
省
の
首
脳
部
で
あ
る
沢
外
務
卿
と
寺
島
外
務
大
輔
は
、
対
清
外
交
・
対
朝

　
外
交
に
関
し
て
次
の
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
明
治
八
卦
年
正
月
二
五
日

　
九
州
鎮
撫
総
督
兼
外
国
纂
務
総
督
長
晦
裁
判
所
初
代
総
督
に
任
じ
ら
れ
た
沢
宣
嘉

　
（
明
治
一
驚
年
譜
園
四
n
月
一
＝
一
日
長
櫃
．
府
知
事
、
明
治
二
年
六
q
刀
二
六
日
外
月
国
学
知
事
、

七
月
八
日
外
務
卿
に
転
任
さ
れ
る
）
は
、
明
治
元
年
閏
四
月
、
清
国
上
海
道
台
応

宝
導
べ
霞
簡
を
送
り
、
政
権
交
替
と
国
交
樹
立
の
意
思
（
「
目
撃
皇
室
之
徳
意
将

欲
以
修
善
隣
之
好
」
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
上
海
道
台
応
宝
時
と
の
や
り
と
り
は

長
藩
府
（
明
治
元
年
五
月
四
日
長
騎
裁
判
所
か
ら
改
称
）
よ
り
外
国
官
へ
報
告
さ

れ
た
〔
徐
　
世
継
「
日
清
修
好
条
規
」
の
成
立
（
一
）
、
　
一
七
四
～
一
七
七
頁
（
『
大

阪
市
立
大
学
法
学
雑
誌
』
四
〇
一
二
、
一
九
九
四
年
〕
。
沢
・
寺
島
の
官
職
叙
免

の
履
歴
は
、
三
上
前
掲
注
⑳
論
文
参
照
。

　
当
時
外
国
宮
副
知
事
で
あ
っ
た
寺
島
宗
則
は
明
治
二
年
七
月
四
日
、
外
国
官
知

事
沢
宣
慕
に
以
下
の
よ
う
な
伺
書
を
提
出
し
た
（
『
外
交
』
二
の
三
二
五
）
。

　
　
皇
国
中
外
国
之
貿
易
逐
年
盛
二
相
成
候
得
共
、
総
て
彼
よ
り
来
而
已
二
て
我

　
　
よ
り
出
て
貿
易
す
る
も
の
無
之
、
仮
令
上
海
辺
迄
出
て
ん
と
欲
す
る
者
有
之

　
　
候
と
も
、
条
約
な
ぎ
之
国
に
て
は
住
む
へ
き
明
法
な
く
且
訴
ふ
へ
き
の
官
無

　
　
之
候
二
付
、
先
回
方
向
を
定
開
申
候
て
は
、
我
民
海
外
二
出
て
安
ん
し
て
貿

易
難
致
候
、
．
支
那
二
て
各
国
凱
開
候
処
数
十
港
有
之
感
得
共
、
先
上
海
と
天

津
と
を
以
足
可
申
、
上
海
は
我
二
接
近
之
港
、
天
津
は
北
京
二
型
キ
港
口
て
、

購
あ
る
時
は
此
（
北
）
京
二
至
ル
之
便
二
相
成
申
候
、
今
我
一
嵩
当
て
も
上

海
二
開
店
す
る
者
有
之
雲
高
』
、
其
商
二
大
足
無
賢
愚
と
も
我
二
在
る
外
商

恣
三
関
を
滞
り
難
く
候
、
右
二
付
清
箆
凝
滞
条
約
を
結
善
事
は
西
洋
諸
国
江

使
節
被
遣
候
時
を
好
機
会
と
奉
存
候
、
併
突
然
使
節
遣
し
候
例
は
不
承
、
幸

英
旧
公
使
ア
（
オ
）
ー
ル
ロ
ッ
ク
北
京
二
言
住
い
た
し
候
節
付
、
当
方
之
英

公
使
二
御
依
頼
相
成
、
北
京
之
英
公
使
ア
（
オ
）
ー
ル
コ
ッ
ク
江
田
、
清
政

府
江
条
約
取
結
之
為
近
呂
日
本
使
節
差
居
候
旨
申
入
、
答
言
を
聞
事
上
我
船

二
て
天
津
二
至
り
其
よ
り
北
京
二
赴
キ
条
約
御
取
結
相
成
、
兼
て
朝
鮮
之
事

　
　
も
御
約
束
有
之
高
然
義
二
候
…
…
（
以
下
略
）
…
…

　
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
寺
島
は
紺
清
貿
易
の
拡
大
の
た
め
に
は
清
国
と
の
国
交
樹

立
が
不
可
避
で
あ
る
と
認
識
し
、
旧
縁
日
英
公
使
で
当
時
は
駐
清
英
公
使
だ
っ
た

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
斡
旋
を
通
し
て
の
B
清
条
約
締
結
を
試
み
、
お
ま
け
に
膠
着
状
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態
の
対
朝
交
渉
の
打
開
の
糸
口
を
模
索
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ

　
れ
は
、
太
政
官
よ
り
木
戸
へ
の
欽
差
大
臣
へ
の
内
命
が
決
定
す
る
五
ケ
月
前
の
事

　
で
、
対
清
外
交
・
対
朝
外
交
へ
の
取
組
の
姿
勢
が
逆
転
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

　
る
。
要
は
、
沢
・
寺
島
と
い
っ
た
、
外
務
省
首
脳
部
が
対
清
外
交
・
対
朝
外
交
を

　
関
連
づ
け
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
う
い
う
経
緯
か
ら
考
え
れ
ば
、

　
明
治
三
年
四
月
段
階
で
の
「
対
鮮
政
策
三
箇
条
」
の
な
か
で
、
外
務
省
首
脳
部
が

　
第
三
案
の
方
向
を
採
択
し
て
い
く
こ
と
は
自
然
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
通
説
で
は

　
第
三
案
の
採
択
可
否
を
、
政
府
内
部
の
対
立
、
つ
ま
り
大
久
保
派
と
木
戸
派
と
の

　
権
力
闘
争
の
延
長
線
上
の
一
部
と
し
て
見
倣
さ
れ
て
い
る
（
毛
利
敏
彦
『
明
治
六

　
年
政
変
の
研
究
』
二
三
二
～
二
三
三
頁
、
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）
。

⑪
　
前
掲
注
⑧
徐
論
文
参
照
。

⑫
　
田
保
橋
氏
は
佐
田
調
査
団
朝
鮮
派
遣
の
全
過
程
に
つ
き
呉
体
的
な
考
察
も
し
な
、

・
い
で
、
「
佐
田
白
茅
等
の
渡
韓
視
察
は
、
具
体
的
に
何
等
の
効
果
を
挙
げ
な
か
っ

　
た
」
と
、
佐
田
調
査
団
朝
鮮
派
遣
の
有
す
る
歴
史
的
意
味
合
い
を
過
小
評
価
し
て

　
い
る
〔
は
じ
め
に
注
①
田
保
橋
著
書
、
二
二
九
頁
〕
。

＠＠＠＠＠

『
事
務
』
四
。

同
右
。

同
右
。

同
右
、
『
外
交
』

『
事
務
』
四
。

三
の
八
六
附
属
書
。

⑱
・
前
掲
注
⑯
と
同
じ
。

⑲
　
同
右
。

⑳
　
同
社
。

⑭
　
『
事
務
』
四
。

⑫
　
　
『
木
一
戸
嘉
炉
允
日
記
』
｝
、
一
ニ
ゴ
＝
ハ
丁
貝
（
｛
果
目
溢
大
学
出
版
ム
瓜
、
｝
九
六
七
覆
刻
）
。

（
㊥
　
『
事
務
』
五
、
『
外
交
』
三
の
九
五
附
記
。

⑭
　

『
事
務
』
四
、
『
外
交
』
三
の
九
一
。

㊥
　
『
外
交
』
三
の
一
一
二
。

⑳
　
『
事
務
』
五
、
『
外
交
』
三
の
九
二
・
九
三
・
九
六
附
記
。
ち
な
み
に
、
厳
原

　
藩
の
紺
朝
鮮
外
交
交
渉
戦
略
の
転
換
（
先
大
修
使
二
二
三
目
、
後
政
府
等
対
論
）

　
と
吉
岡
使
節
団
の
全
貌
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
明
治
三
年
に
お
け
る
吉
岡
使
節
団

　
の
朝
鮮
派
遣
と
第
一
次
宗
重
正
起
用
番
韓
運
動
」
（
近
々
発
表
予
定
）
で
明
ら
か

　
に
す
る
。

⑰
　
『
事
務
』
四
、
『
外
交
』
三
の
九
〇
。

㊥
　
『
事
務
』
四
、
『
外
交
』
三
の
九
四
。

⑲
　
『
事
務
』
四
。
朝
鮮
国
の
答
書
一
件
は
、
外
務
省
に
よ
っ
て
「
偽
文
」
と
し
て

　
否
定
さ
れ
る
形
に
な
っ
た
が
、
当
時
佐
田
｝
行
の
復
命
以
降
、
朝
野
に
お
い
て

　
朝
鮮
問
題
が
如
何
に
も
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
事
件
と
い
っ
て
も
い

　
い
。

⑲
　
　
『
事
務
』
五
。
そ
の
外
に
「
朝
鮮
交
際
一
新
概
略
」
も
鍵
召
し
て
い
る
。
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お
　
わ
　
り
　
に

以
上
、
版
籍
奉
還
期
の
日
本
・
対
馬
・
朝
鮮
関
係
（
三
者
聞
の
認
識
と
対
応
）
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
外
務
省
（
佐
田
）
調
査
団
朝
鮮
派
遣
を

中
心
に
具
体
的
に
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。



版籍奉還前後の朝鮮政策と外務省（佐田）調査団の朝鮮派遣（沈）

　
版
籍
奉
還
前
後
、
対
馬
藩
に
よ
る
対
朝
鮮
交
渉
が
足
踏
み
の
状
態
に
お
ち
い
っ
た
頃
、
外
務
省
で
は
、
正
式
の
政
府
使
節
（
皇
使
）
を
派
遣
す

る
ま
で
は
、
当
分
の
間
、
「
宗
家
私
交
」
体
制
を
維
持
、
外
務
省
は
そ
の
監
督
に
あ
た
る
と
の
内
部
方
針
を
固
め
、
そ
の
用
意
の
一
環
と
し
て

調
査
団
派
遣
計
画
を
練
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
尊
墨
の
色
彩
の
濃
い
佐
田
ら
を
人
選
す
る
と
同
時
に
文
献
蒐
集
、
便
宜
手
配
、
用
意
金
、
十

一
ヶ
条
の
任
務
条
項
、
書
契
返
書
要
求
、
そ
し
て
諸
般
業
務
の
処
理
と
連
絡
の
た
め
の
担
当
機
構
の
新
設
（
「
朝
鮮
行
掛
」
～
後
に
名
称
変
更
さ
れ

る
）
、
担
当
者
の
任
命
（
七
条
長
富
）
な
ど
、
周
到
綿
密
な
計
画
と
相
当
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
。

　
明
治
二
年
ご
一
月
七
日
、
横
浜
を
出
発
し
た
佐
田
調
査
団
は
、
長
崎
、
厳
原
を
へ
て
同
三
年
二
月
二
二
日
、
釜
山
へ
到
着
し
た
。
到
着
後
、

佐
田
ら
は
さ
っ
そ
く
倭
館
側
の
協
力
を
得
、
調
査
任
務
に
着
手
す
る
と
同
時
に
外
務
省
官
員
の
資
格
で
非
公
式
に
朝
鮮
側
と
二
回
接
触
し
た
。

佐
田
・
森
山
・
斉
藤
は
朝
鮮
側
に
書
契
の
返
事
を
督
促
し
た
が
、
こ
れ
と
い
う
明
言
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
朝
鮮
側
に
書

契
を
受
理
し
な
い
理
由
を
書
い
て
も
ら
い
、
外
務
省
に
即
時
提
出
す
る
よ
う
倭
館
側
に
指
示
し
た
後
、
帰
国
の
途
に
つ
き
、
四
月
九
臼
以
後
に

三
人
連
署
の
調
査
報
告
書
（
「
朝
鮮
国
交
際
始
末
内
探
書
」
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
建
白
書
を
提
出
し
た
。
外
務
省
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
伺
書
、
つ
ま
り

明
治
九
年
の
江
華
島
条
約
締
結
（
日
朝
修
好
条
規
）
ま
で
の
日
本
の
対
朝
鮮
政
策
を
規
定
付
け
る
に
値
す
べ
き
「
対
鮮
政
策
三
箇
条
」
を
太
政
官

へ
提
出
し
た
。

　
一
方
、
外
務
省
に
到
着
し
て
い
る
は
ず
の
朝
鮮
側
の
渡
し
た
書
簡
が
未
到
着
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
佐
田
ら
は
、
厳
原
藩
の
職
務
怠
慢
を
厳

し
く
批
判
す
る
と
同
時
に
深
い
不
信
の
念
を
強
め
た
。
い
わ
ば
朝
鮮
書
類
留
置
一
件
は
、
結
局
厳
原
藩
側
の
謝
罪
で
表
向
き
に
は
一
段
落
す
る

形
に
な
っ
た
が
、
対
朝
外
交
・
貿
易
一
元
化
を
徐
友
に
進
め
よ
う
と
す
る
外
務
省
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
厳
原
墨
髭
の
木
戸
頼
り
が
、
こ
の
一

件
を
通
し
て
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
他
方
で
は
、
佐
田
調
査
団
の
帰
国
報
告
後
、
朝
野
で
は
外
務
省
と
厳
原
藩
を
問
わ
ず
朝
鮮
問
題
に

対
す
る
関
心
（
征
韓
論
）
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
合
い
で
外
務
省
調
査
団
の
朝
鮮
派
遣
と
そ
の
復
命
は
、
以
後
の
外
務
省
の
朝
鮮

政
策
の
樹
立
と
当
時
の
政
局
に
与
え
た
影
響
は
す
こ
ぶ
る
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

　
以
上
、
版
籍
奉
還
期
の
日
本
・
対
馬
・
朝
鮮
関
係
と
佐
田
調
査
団
朝
鮮
派
遣
を
通
し
て
み
た
朝
鮮
政
策
は
、
次
の
よ
う
な
歴
史
的
意
義
を
持
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っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
明
治
政
府
（
外
務
省
）
・
厳
原
藩
（
倭
館
）
・
朝
鮮
政
府
（
東
莱
府
）
三
者
は
お
互
い
に
深
い
不
信
と
対
立
・
矛

盾
を
抱
い
て
い
た
こ
と
、
第
二
は
、
第
一
に
関
連
し
て
の
も
の
で
、
朝
鮮
の
厳
原
藩
・
日
本
政
府
に
対
す
る
不
信
な
い
し
厳
原
藩
・
明
治
政
府

の
朝
鮮
に
対
す
る
不
信
は
、
基
本
的
に
は
朝
鮮
側
の
「
二
元
外
交
」
の
國
守
と
日
本
側
の
「
一
元
外
交
」
の
推
進
と
い
う
、
外
交
名
分
上
の
根

本
的
な
対
立
か
ら
出
発
し
て
い
た
こ
と
、
第
三
は
、
幕
末
期
、
対
朝
外
交
・
貿
易
改
革
の
面
で
中
央
政
権
（
幕
府
）
と
共
通
認
識
を
共
有
し
な
が

ら
も
表
面
化
し
な
か
っ
た
争
点
（
対
立
・
矛
盾
）
が
、
こ
こ
に
き
て
顕
在
化
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
厳
原
藩
と
外
務
省
は
、
全
体
的
に
二
段

階
朝
鮮
交
渉
戦
略
論
、
即
ち
説
得
・
探
索
に
よ
る
交
渉
と
い
う
第
一
段
階
、
朝
鮮
側
の
交
渉
拒
否
に
よ
る
武
力
血
綿
派
遣
と
い
う
第
二
段
階
戦

術
論
を
共
に
共
有
し
な
が
ら
も
、
第
一
段
階
に
お
い
て
の
対
朝
鮮
外
交
を
だ
れ
が
主
導
権
を
握
っ
て
推
進
す
べ
き
か
と
い
う
、
換
言
す
れ
ば
、

対
話
外
交
・
貿
易
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
の
対
立
を
あ
ら
わ
に
見
せ
は
じ
め
た
こ
と
、
第
四
は
、
佐
田
調
査
団
の
帰
国
報
告
な
ど
に
基
づ
い
て

立
案
さ
れ
た
対
朝
鮮
外
交
の
基
本
政
策
に
関
す
る
三
つ
の
案
は
、
少
な
く
と
も
明
治
九
年
の
江
華
島
条
約
（
日
朝
修
好
条
規
）
締
結
ま
で
の
明
治

政
府
の
対
朝
鮮
政
策
展
開
上
に
お
い
て
、
そ
の
土
台
に
な
る
と
同
時
に
順
序
を
逐
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
点
に
特
に
注
目
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
国
檀
国
大
学
非
購
勤
識
師
、
〒
四
〇
四
i
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The　Significance　of　the　Han　Recommendation　System

by

SATo　Tatsuro

　　Although　the　Han　Recommendation　System　has　attracted　much　atten－

tion，　it　has　not　been　contextualized　in　the　broad　scheme　of　promotion

for　Han　oMcials．　The　author　intends　to　base　his　analysis　upon　Han－era

wooden　documents，　in　order　to　provide　a　compreheosive　overview　of　the

Han　dynasty　process　of　promotion．　Although　Professor　Oba　has　asserted

that　most　othcials　were　promoted　solely　seniority，　literary　sources　indicate

that　othcials　were　recommended　according　to　several　criteria．　Docu－

ments　relating　to　frontier　oMcials　aiso　reveal　that　promotion　was　pri－

marily　based　upon　recommendation　and　that　seniority　was　merely　one

element　in　determining　whether　a　candidate　was　worthy　of　advancement．

By　comparing　the　system　in　which　military　othcials　were　promoted　to

the　system　of　oMcial　promotion　mentioned　in　literary　sources，　the　fun－

damental　similarity　of　both　processes　becomes　evident．　Thus，　it　seems

likely　that　most　Han　oMcials　were　promoted　according　to　recornmenda－

tions．

The　Meiji　Government’s　1869　Mission　to　Korea

by

SHiM－Gi－Jae

　　In　order　to　compehend　the　basis　of　Meiji　foreign　policy　regarding

Korea，　one　must　first　analyze　the　shift　in　relations　which　coincided　with

the　collapse　of　the　Edo　bakufu　and　rise　of　the　Meiji　government．　This

paper　then　examines　how　Korea，　the　Meiji　government　（foreign　affairs

ministry）　and　Tsushima　recognized　and　interacted　with　each　other，

Thereupon，　analysis　shifts　to　the　nature　of　the　Sata　Commission，　which
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attempted　to　unify　diplomacy　and　trade　with　Korea，　and　its　impact　upon

the　Meiji　state’s　subsequent　Korean　policy．

On　the　Yushi　Tai御史台in　the　VVZtzhou武周Era

by

Hu　Baohua

　　Previous　studies　of　the　rvuzhou　revolution　have　concentrated　almost

exclusively　on　the　social，　regional，　and　class　composition　of　the　VVuzhou

regime．　However，　the　specific　issues　of　the　nature　of　the　changes　that

occurred　in　the　central　bureaucratic　apparatus　and　the　role　of　the　bu－

reaucratic　apparatus　during　the　Wuzhozt　revolution　have　not　yet　been

examined　in　detail．　This　study　will　pay　special　attention　to　the　varia－

tions　in　the　Yteshi　Tai　during　the　birth　of　the　Wttzhotf　regime，　parti－

cularly，　the　apPointment　of　Yushi御史，　changes　in　the　promotion　system，

and　the　estab！ishment　of　the　Ztto・」，ou　Suzheng　Tai左右粛正台，　the　com－

position　of　the　Yushi，　and　the　relationship　between　the　Kzeli酷吏and

the　Yushi　Tai　Through　these　analyses　the　character　of　the　Yushi　Tai

during　the　VVsczho“　era　and　the　nature　of　the　W”zhott　regime　will　be

further　clarified．
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